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徒

基
督
教
聖
書
和
諜
の
歴
史

基
怪
数
の
堂
典
に
は
復
活
の
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
逹
に
命
ぜ
ら
れ
た
言
葉
と
し
て

「
汝
ら
往
き
て
、
も
ろ
／
＼
の
國
人
を
弟
子
と
な
し
、

父
と
子
と
漉
銀
と
の
名
に
よ
り
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
し
、
わ
が
汝
ら
に
命
ぜ
し
凡
て
の
事
を
守
る
べ
き
を
数
へ
よ
」
と
あ
り
、
ま
た

「
視

よ
、
我
は
批
の終＇ま

で
常
に
汝
ら
と
偕
に
在
る
な
り
」
と
あ
る
（
マ
タ
イ
侮
二
十
八
章
の
終
参
照）
。

爾
来
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
こ
の
命
令
は
、
彼
を
信
す
る
者
に
よ

つ
て
忠
宜
に
姦
奉
せ
ら
れ
、
陸
に
悔
に
新
し
き
路
の
開
く
る
徳
に
、

或
は
路
な
き
山
野
を
踏
み
分
け
荒
悔
を
押
し
渡
つ
て
迄
も
、
紳
の
國
の
輻
昔
は
宜
べ
仰
へ

ら
れ
、
我
が
國
に
も
天
文
十
八
年
（
西
謄
一
五

四
九
）
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ
ぶ
ソ
ィ

エ
ル
が
先
づ
鹿
兒
島
に
キ
リ
ス
ト

の
数
を
府
ら
し
、
九
州
か
ら
畿
内
に
か
け
て
非
常
な
勢
を
以
て
布
数

さ
れ
、
最
盛
時
に

は
日
本
在
留
の
宜
数
師
約
三
百
人
、

数
會
二

百
数
十
、

信
徒
二

三
十
部
を
罪
し
た
の
で
あ
る
が
、
遂
に
宜
永
十
四
、
五

年
（

一
六
三
七
ー
三
八
）

の
天
草
の
乱
を
以
て
、
我
が
岡
に
於
け
る
天
主
数
の
布
数
は
一
段
落
を
告
ぐ
る

こ
と
4

な
っ
た
。

斯
＜
天
主
数
が
先
づ
渡
来
し
て
盛
大
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
各
地
の
そ
の
梨
校
に
於
て
は
ギ
リ
シ
ャ
、

間
に
詔
涌
さ
れ
、
中
に
は
ラ

テ
ン
語
の
数
師
と
な
っ
た
も
の
さ
へ
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

而
し
て
そ
の
間
耶
蘇
合
が
我
が
國
に

文

學

一

ヽ

研

究

第
十
二
輯

天
主
数
の
渡
来
と
畢
雷

一
部
分
の
和
繹

豊

五

田
(
-
＝
＝
て
八
四

）

ロ
ー
マ
の
古
典
書
が
日
本
人
数

賓



基
抒
敬
迎
渾
2

和
課
の
照
史

ロ
ー
マ
字
日
本
語
の
文
献
も
相
裳
に
あ
り
、
例
へ
ば
文
緑
元
年
(
-
五
九
二
）
天
華

の
熙
林
で
出
版
さ
れ
た
ロ

ー
マ
字
日
本
語
の

『
ド
チ
リ
イ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
（
吉
利
支
丹
数
義
）
の
中
に
は
聖
書
の

一
部
分
の
邦
認
が
含

ま
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
そ
の
第
三
i

品
の
中
に
は
「
主
の
祈
」
、
第
七
章
中
に

は

「
十
誠
」
、
第
十
二
学
中
に
は
マ
タ
イ
佃
第
五
意
三
節
か
ら
十

節
に
且
る
「
八
輻
」

の
認
が
あ
る
。
左
に
そ
の

「
主
の
祈
」
と
、
そ
れ
を
東
京
帝
大
敬
授
橋
本
進
吉
氏
が
漢
字
交
り
文
に
密
き
改
め
ら
れ

た
も
の
を
引
用
し
よ
う
。
（
次
の
ロ
ー
マ
字
文
中
X

は
Sh
の
昔
を
表
は
し
、
i
即
ち
f
の
横
棒
の
右
へ
通
つ

て
居
な

い
も
の
は
ロ
ン
グ
・エ

ス
と
稲
し
、
語
尾
以
外
の
位
紺
に
用
ゐ
ら
れ
て
S

の
音
を
表
は
す
。
）

五．
• 
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T
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 m
i
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 mi
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a
y
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.
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ta
bi 
t
a
m
a
y
e
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 V
a
re
ra
 yori 
voit
a
r
u
 
f
ito 
n
i
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u
r
u
x
i
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o
f
u
 g
o
to
q
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v
a
r
e
1
 
,
 
a
 voi
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m
a
t
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u
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o
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.
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Tent

a~a 

ni 
f
a
n
a
x
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ta
m
o
 c
o
t
o
 
n
a
c
a
r
e
:
 
v
a
r
e
r
a
 
u
o
 q
e
6
a
c
u
 y
o
ri
 n
o
g
a
x
i
 ta
m
a
ye. 
A
m
e
n
 

テ・
ク

ワ
レ
ツ

ォ

・9
オヤ・・・

ナ

ク
ッ
ト

ク

マ

u

ゴ

<
gtade 

,
 ,
 
•

ゴ
ト

9

オ
イ

天
に
ま
し
ま
す
我
等
が
御
親
御
名
を
崇
ま
れ
給
へ

、
御
代
来
り
給
へ

。
天
に
於
て
御
オ
ン
タ
ア
デ
の
僅
な
る
如
く
地
に
於
て
も
あ
ら

ワ

イ

ヒ

ト
ユ

ル

t•
ウ

ゴ
ト

ッ
レ
ラ

ヲ
イ

ク
テ
＇

ツ

？

ト
ユ
ル
ク

て

た
び
給
へ
。
我
等
よ
り
負
ひ
た
る
人
に
赦
し
申
す
如
く
、
我
等
負
ひ
奉
る
事
を
赦
し
給

ク
マ

ェ

ッ

ピ

9

-7
-Z
‘

ォ・
：
ャ
・ソ

．．
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n
.
 ヽ
―ご
1,
9
エ

せ
給

へ
。
我
等
が
日
々

の
御
養
を
今
日
典

へ

～
。
釈
靡
彦T咋
汀
戸
ン
に
幻
し
記
ぶ
如

o
J
i
れ
。
如
靡
釦
叩
ょ
い
起し町
〗。
ア
メ
ン。

つ
み
び
と

ナ
ル
モ

な
ほ

『
ギ
ャ

・ド拿

ペ
カ
ド
ル
』
（
罪
人
を
第
＜
轡
）に
引
用
さ
れ
た
競
句
の
な
か
に
次
の
や
う
な
詩
節
の
憫
文
が
あ
る
。

御
主
わ
が
光
明
と
息
災
に
在
ま
せ
は
。
誰
を
か
恐
れ
を
の
A

＜
べ
き
:
御
主
我
命
の
御
守
り
に
て
在
ま
せ
は

。
何
者

を

か

恐
る
べ

於
て
出
版
し
た
文
献
が
今
二
十
餘
種
残
っ
て
居
り
、

た

『
滓
徒
の
御
作
業
の
内
抜
密
』
を
初
め
と
し
て
、

V
a
r
e
r
a
g
a
 
ni
c
hinichi 
n
o
 
v
o
n
 
y
a
xin
a
i
 u
o
 c
o
n
n
i
c
hi 
a
t
a
y
e
 

（
一
三
八
五

）

共
中
に
は
天
正
卜
九
年
(
-
五
九
一
）
肥
前
加
沌
佐
の
共
宗
派
の
根
林
で
印
刷
さ
れ

．
 



な
ほ
之
よ
り
先
シ
ャ
ヴ
ィエ

ル
一
行
が
日
本
渡
来
の
際
連
れ
て
来
た
駕
二
郎
は
、
印
度
の、
コ
ア
で
洗
腔
を
受
け
、
P
a
u
lo
d
e
 
S
a
n
t
a
 
F
e
 

（
聖
な
る
信
仰
の
。ハ
ウ
ロ
）
と
稲
せ
ら
れ
た
日
本
人
耶
蘇
数
徒
で
、
こ
の
蒲
二
郎
が
シ
ャ
ヴ
：ェ

ル
の
日
本
渡
来
前
彼
地
に
お
い
て
師
の
た
め

に
マ
タ
イ
僻
を
和
認
し
た
こ
と
か
佛
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
、
共
文
献
は
疫
つ
て
ゐ
な
い
。
蓋
し
果
し
て
さ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

シ
ャ
ヴ
4

ェ
ル
が
日
本
熊
追
の
用
に
供
す
る
た
め
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

熙
で
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
ジ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル

の
著
し
た
数
義
提
要
を
酬
認
し
た
も
の
は
、
原
文
の
意
を
正
し
く
僻
へ
す

應
者
の
嘲
笑
を
買
ふ
程
炭
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
彼
の
マ
タ
イ
他
の
認
に
開
し
て

は
疑
な
き
を
得
な

い
。
或
は
マ
タ

イ
僻
の
一
部
の
認
、
し
か
も
そ
の
大
意
を
日
本
郡
叩で
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。

ま
た

ノ
イ
マ
ン

の
東
方
ア
ジ
ア
史

(
O
S
i
a
s
固
怠
h
e
G
g
娑
吝
A
F

に
、
新
約
蜜
書
の
繹
を
西
謄
一
六
一

三
年
よ
り

以
前
に
京
都
で
出
版
し
た
と
あ
る

の
は
、
脳
長
十
八
年
（
一
六

―――
-）
日
英
通
簡
開
始
の
使
命
を
幣
び
て
来
航
し
た
英
國
悔
勝
ヂ
ョ
ン
・
セ

ア
リ
ス

の
日
記
に
、
裳
時
京
都
の
基
瞥
数
の
駆
林
に
新
約
迎
歯
の
和
認
が
存
し
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
此

日
記
の
記
事
に
幽
し
て
は
、
京
都
帝
大
の
新
村
出
博
士
が
、
岩
波
講
座
日
本
文
梨
中
の

『
南
被
文
學
』
に
お
い
て
、

べ
し
。

文

尿

研

究

第
十
二
輯

s
.
 
3

3
0
 

参
照
）

「
そ
れ
は
何
か
の
誤

こ
の
弼
二
郎
は
ゴ
ア

の
學
林
で
業
を
修
め
た
こ
と
も
あ
り
、

き
。
敵
の
諸
軍
勢
。
わ
れ
に
到
し
て
陣
を
張
り
阻
み
を
な
し
弓
箭
を
起
す
と
い
ふ
と
も
。
御
主
に
頼
み
を
か
け
奉
る
べ

し
。

是
は
詩
椅
第
二
十
七
の
第
，一
節
と
第
三
節
で
あ
る
。

4

て

う
す

次
は
同
文
献
中
に
引
用
さ
れ
た

『
馬
取
仰
』
（馬
太
偲
）
第
一
章
廿

一
節
で
あ
る
。

ぜ
す
す

さ
ん
た
ま
り
や
よ
り
御
誕
生
な
さ
る
べ

き
若
君
は
。
一
切
人
間
を
認
悪
よ
り
造
し
給
ふ
べ
き
御
主
に
て
在
ま
せ
ば
。

JS
と
よ
ぴ
給
ふ

五
阻

（
一
三
八
六
）

無

そ
れ
は

．
 



甚
杵
数
瑚
祁
利
澤
の
肥
史

玉．
五

(
-
―-i
八
七
）

で
あ
ら
う
。
カ

ト
リ
ー
ク
の
方
で
は
、
拉
丁
語
の
幽
害
を
株
守
す
る
の
で
あ
り

又
そ
れ
を

日
本
で
も
直
接
諮
誦
勤
行
に
つ
か
ふ
様
な
こ
と

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
認
は
在
り
得
べ

き
で
な
い
」
と
言
は
れ
て
ゐ
る

の
が
常
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

以
上
の
次
第
で
天
主
数
の
宜
数
師
逹
が
日
本
で
活
躍
し
た
十
六
拙
紀
の
中
葉
か
ら
約
一
百
年
間
に
於
て
は
、
哲
約
又
は
新
約
の
全
陀
は

ふ
み

言
ふ
に
及
ば
す、

禦
害
の
櫻
つ
た

―
つ
の
害
さ
へ

も
日
本
語
に
闘
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
あ
ち
こ
ち
の
党
句
が
認
書
に
引
用

さ
れ
た
程
度
に
留
ま
っ
た
ら
し
い
。
而
し
て
こ

の
方
面
の
桧
索
の
た
め
に
は
東
北
帝
大
数
授
村
岡
典
嗣
氏
の
『
吉
利
支
丹
文
駆
抄
』
中
の

「
瑚
句
梨
」

及
ぴ

「
漉
曹
引
用
句
索
引
」
が
便
利
で
あ
る
。

ふ
み

以
上
の
次
第
で
あ
る
か
ら
、
臨
密
の
或
る
害
叉
は
全
閤
の
少
な
く
と
も
現
存
の
認
の
歴
史
は
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン

ト
即
ち
キ
リ
ス
ト
数
新

数
闘
係
か
ら
始
ま
る
こ
と
4

な
り
、
共
中
で
も
先
づ
悔
外
に
於
け
る
架
準口
和
認
の
雁
史
か
ら
始
ま
る
0

キ
リ
ス
ト
数
新
数
に
於
て
幽
轡
の

一
部
分
を
初
め
て
認
し
た
人
は
カ
ー
ル
・ギ
ダ

ラ
フ

(
K
a
rlF

ried
rich

~
u
gu

st 

G
iitzla
f
f
郭
宜
狼
、
笹
徳
1
8
0
3
,
 1
8

5
1
)

で
あ
っ
た
。

叢
』第
九
斡
、
昭
和
九
年
一
月
）中
に
同
氏
が
種・
ペ
胴
杏
の
結
果
を
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で、

ま
づ
主
と
し
て
そ
の
な
か
か
ら
そ

の
履
脈
の

あ
ら
ま
し
を
記
し、

後
で
彼
の
日
本
声
叩
諜
聖
告
の
こ
と
を
や

＼
委
し
く
述
べ
よ
う
と
思
ふ。

で
、
ベ
ル
リ
ン
の
宜
敬
師
駆
校
に
學
ん
だ
こ
と
も
あ
る
が
、
和
淵
他
逍
會
祉
の
東
洋
宜
数
師
を
志
し
、
巴
里
、
倫
敦
で
準
備
の
後
、
西
巖

一
八
二
七
年
、
二
十
六
歳
に
し
て
愈

々
東
洋
に
向
ひ
、
先
づ
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
最
初
の
英
和

々
盆
念
丈
謳
の
5

行
者
た
る
メ

ド

ハ
ー
ス
ト

(
M
e
d
'
 

ギュ
ツ
ラ
フ
師
は
獨
逸
プ

ロ
イ
セ
ン

の
生
れ

ギ
ダ
ラ
フ
師
の
事
蹟
は
京
都
同
志
祉
高
等
廂
業
挫
校
請
師
重
久
悠
太
郎
氏
の
「
海
外
及
琉
珠
に
於
け
る
漉
苦
の
邦
認
」
（『
同
志
祉
高
商
諭

二
，
洵
外
及
び
琉
球
に
於
け
る
塞
忠
の
和
認

． 



第
十
二
輯

h
u
r
s
t
)
 1~ 

知
つ
て
彼
か
ら
馬
来
諾
及
ぴ
支
那
語
を
駆
ぴ
、
間
も
な
く
シ
ャ
ム
に
入
つ
て
は
ル
カ
佃
及
ぴ
ヨ
ハ
ネ
博
を
シ
ャ
ム

語
に
繹
し
た
。

而
し
て
是
は
新
嘉
披
で
出
版
さ
れ
た
。
共
後
彼
は
和
岡
佃
迫
會
社
を
離
れ
て
、
英
國
倫
敦
偲
道
會
祉
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
4

な
り
、

マ
n
●

八
三

0
年
代
は
澳
門
に
在
つ
て
南
部
支
那
沿
岸
地
方
に
逍
を
仙
へ
た
が
、
そ

の
間
に
緊
問
、
朝
鮮
、
琉
球
に
航
し
、
朝
鮮
で
は
そ
の
民
の

言
葉
を
駆
ぴ
、
琉
球
で
は
た
ま
／
＼
そ
の
池
に
あ

っ
た
日
本
礁
船
に
近
づ
い
て
キ
リ
ス
ト
数
の
掛
類
を
頒
布
し
た
こ
と
を
そ
の
航
海
日
記

に
自
ら
記
し
て
ゐ
る
と
い

ふ。

彼
の
琉
球
来
航
は
一
八
三
二
年
の
八
月
で
あ
っ
た
が
、

ン
眺
に
搭
乗
し
て
日
本
へ
来
た
け
れ
ど
も
、
次
の
甜
情
で
上
陸
は
し
な
か

っ
た。

松
、
一菩
吉
な
ど
の
源
流
民
七
名
の
送
逗
を
機
會
に
日
本
宜
数
の
目
的
を
兼
ね
て
日
本
に
向
ひ
、
琉
詠
を
経
て
江
戸
想
に
来
つ
て
砲
険
さ
れ

次
に
鹿
兒
島
趙
に
趣
き
乗
せ
来
っ
た
日
本
人
を
上
陸
せ
し
め
て
事
梢
を
告
け
た
け
れ
ど
も
、

日
本
人
さ

へ
も
留
る
こ
と
を
許
さ
れ
す
し
て

船
に
師
さ
れ
た
。
而
し
て
初
め
か
ら
武
装
を
解
い
て
来
て
居
た
モ
リ
ソ
ン
琥
は
、
そ
の
ま

入
引
き
返
さ
ゞ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る。

な
ほ
ギ
ダ
ラ
フ
師
は
、
有
名
な
支
那
駆
者
で
倫
敦
僻
道
令
祉
派
辿
の

ロバ

ト・

モ
リ
ソ
ン

(
R
o
b
e
r
t
iv
l
o
r
r
i
s
o
n

鳥
殿
遜

1
7
8
2
,
 1
8
3
4
)

と

親
交
が
あ
り
、

一
八
三
四
年
モ
リ
ソ
ン

の
死
後
は
、

ギ
ュツ

ラ
フ
師
が
共
後
を
受
け
て
炭
棗
香
造
の
英
國
政
脱
の
役
人
と
な
り
、

一
年
香
港
で
、
四
十
九
巌
を
以
て
歿
し
た
時
、
彼
は
同
港
に
お
け
る
英
國
政
螂
支
那
杏
記
官
で
あ
っ
た
が
、
官
吏
生
活
の
間
も
、
彼
は
偲

道
の
事
に
力
を
盤
し
た
。
例
へ

ば
彼
が
前
記
メ
ド
ハ

ー
ス
ト
等
と
協
力
し
て
渓
認
新
約
党其口
を
改
訂
し
た
の
は
、
彼
が
既
に
役
人
生
活
に

入
っ
た

一
八
三
冗
年
で
あ
り
、
共
後
彼
は
自
ら
恋
約
聖
密
の
淡
繹
を
訂
正
し
、．
且
つ
自
役
を
撚
つ
て
出
版
も
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
如
く
佃
道
に
熱
心
で
、
語
娯
の
オ
に
窃
ん
だ
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
が
日
本
語
の
幾
分
を
躾
ぴ
知
っ
た
の
は
、
天
保
七
、

文

學

研

究

八
年
(
-
八
三

六
、
七）

の
頃
マ
カ

オ
に
於
て
ゞ
あ
り、

そ
の
日
本
語
数
師
は
同
地
に
於
け
る
日
本
の
深
流
水
夫
三
名
で
あ
っ
た
。
是
等
三
名
の
日
本
水

一
八
五

即
ち
モ

リ
ソ
ン
就
は
日
本
は

ま

だ
銀
國
の
帝国時
、
カ

一
八
三
七
年
即
ち
天
保
八
年
の
七
月
彼
は
モ
リ
ソ

五
ブ、．

（
一
三

八
八

）

． 



甚
将
数
瑠
杏
和
郡
の
庇
史

ち
天
保
八
年
の
頃
、

い
ふ
の
は
前
記
ダ
ー
ロ
ー
、

ユi
-[.; 

r
L
 

-；
＜
プ

次
の
や
う
に
記
さ
れ
て

の
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
が
是
等
の
日
本
人
か
ら
熙
ん
だ
日
本
語
を
以
て
認
し
た
ヨ
ハ
ネ
他
と
ヨ
ハ
ネ
の
粛
翰
と
は
一
八
三
七
年
即

但
し
原
本
に
は
年
代
の
記
載
が
な
く
、

モ
ー
ル
雨
氏
編
の
目
録
に
拙
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
で
紹
介
す
る
如
く
、

な
ど
は
そ
の
年
代
を
一

八
三
九
乃
至
四
十
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
居
る。

ヘ
ボ
ン
栂
士

(
D
r
.
 
Iー
Ie
p
b
u
r
n
)

は
ヘ
バ
ン
と
書
い
工
見
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
せ
英
語
の
音
は
そ

の
ま
4

出
て
居
な
い
し
、
享
ろ
古
く
か
ら
言
ひ
な
ら
は
さ
れ
た

「
ヘ
ボ
ン

さ
ん
で
も
、
邦
泄
の
湯
で
も
」
の
杏
き
方
に
肱
る

こ
と
に
し
た
。
以
下
言
ひ
な
ら
は
さ
れ
た
人
名
の
猿
音
は
そ
れ
に
披
る
こ
と
に
す
る
。
[
)

と
も
か
く
以
上
の
次
第
で
あ
る
か
ら
、
ギ
ニ
ツ
ラ
フ

認
の
ヨ
ハ
ネ
僻
が
完
全
な
日
本
語
で
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、

き
も
の
で
あ
る。

豫
想
で
き
る
で

ふ
ふ

あ
ら
う
。
然
し
是
は
漉
害
の
一
っ
の
書
が
纏
つ
て
日
本
語
に
繹
さ
れ
た
少
な
く
と
も
現
存
の
文
献
中
の
最
初
の
も
の
と
し
て
尊
重
さ
る
可

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
の
繹
し
た
こ
の
ヨ
ハ
ネ
僻
は
東
京
帝
大
の
石
梱
智
信
膊
士
も
所
持
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
私
が
直

接
見
る
機
會
を
も
つ
た
の
は
東
京
淀
橋
に
あ
る
日
本
紳
限
校
に
蔽
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
に
は
紙
の
表
紙
に
貼
紙
が
あ

っ
て

共
上
に
ヘ
ボ
ン
煎
士
の
自
華
で
（
署
名
は
な
い
が
、
署
名
あ
る
同
博
士
の
他
の
自
華
と
全
然
同
書
閥
で
あ
る
）
、

G
o
s
p
e
l
 o
f
 
J
o
h
n
 t
r
a
ns
la
t
e
d
 
b
y
 R
e
v• 

D
r
.
 
G
u
t
z
l
a
f
f
 
w
ith 
t
h
e
 
a
s
s
i
s
t
a
n
c
e
 
o
f
 a
 
s
h
i
p
w
r
e
c
k
e
d
 

ゐ
る
—
-

A

c
o
p
y
 o
f
 
t
h
e
 

J
a
p
a
n
e
s
e
 
a
n
d
 p
r
i
n
t
e
d
 o
n
 b
lo
c
k
s
 
a
t
 th
e
 
p
r
e
s
s
 
o
f
 t
h
e
 A
.
 B
.
 C
.
 F
.
 M
.
 in
 
S
i
n
g
a
p
o
r
e
 a
b
o
u
t
 1
8
3
9
 0
 r
 1
8
4
0
 

1
(m3,しA
.

(
H
e
p
b
u
r
n

の
P
は
サ
イ
レ

．，
卜
で
、

こ
の
人
名
は
ヘ
バ
ア
ン
叉

新
嘉
披
の
米
國
、
｀
う
シ
ョ
ン

の
印
刷
所
か
ら
出
版
さ
れ
た。

一
八
三
七
年
と

に
倫
敦
へ
渡
り
、
支
那
へ
向
け
て
送
逗
さ
れ
て
、

一
八
一
二
五
年
の
十
二
月
葡
領
マ
カ
オ
に
上
陸
し
、

ギ
ダ
ラ
フ
師
の
枇
話
に
な
っ
た
も

れ
ば
、

一
八

三
一
年
太
平
洋
で
源
流
し
た
日
本
組
の
水
夫
中
生
き
残
っ
た
者
が
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
河
口
に
上
陸
し、

カ
ナ
ダ
を
横
切
つ
て
途

夫
は

、
ダ
ー
ロ
ー
(
T•H
•
D
a
rl
o
w
)

及
ひ

モ
ー
ル
(
H
.
F
.
 M
a
u
le
)

雨
氏
共
編
の
英
醐
睾
轡
協
會
所
裁
謡
版
翌
準1
目
鉱
の
説
明
に
よ



な
ほ
第
一二
章
の
十
六
節
は
次
の
や
う
に
認
さ
れ
て
ゐ
る
|

|

て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ラ
ヌ
0

タ
ベ
シ
ワ

即
ち
帥
を

「
ゴ
ク
一
ス
ク

」
と
言
ひ、

一
節
ハ
ジ
マ
リ
ー
ー

二

'

ジ
マ
リ
ニ
コ
ノ
カ
シ
コ
イ
モ
ノ

と
あ
り
、
第
一
章
の
初
め
は
次
の
や
う
に
認
さ
れ
て
居
る
ー
ー

B
.
 C. 
F
.
 M・

は

A
m
e
r
i
c
a
n
B
a
p
t
i
s
t
 C
h
u
rc
h
 F
o
r
e
i
g
n
 
M
i
ss
i
o
n
の
略
で
あ
り
、

る
つ
も
り
で
あ
る
）
。

約
翰
輻
昔
之
佃

文

學

タ
ヨ
リ

ョ
ロ
コ
ビ

シ
ト
リ
ム
ス
コ
ヲ
ト
ラ
シ
タ
、
ミ
ナ
ニ
ン

「
カ
ミ
」
と
い
ふ
語
は
あ
と
で
姻
総
の
繹
語
と
し

ゴ
ク
ラ
ク
ト
モ
ニ
ゴ
ザ
ル
。

ク
サ ，，ヽ

（一

三
九
0
)

次
に
こ
の
本
の
扉
は
背
色
で
中
央
上
寄
り
に
約
翰
輻
音
之
他
と
あ
り
、
向
つ
て
共
右
下
に
新
嘉
披
堅
夏
饗
院
蔵
版

左
下
に
善
徳
纂
と
あ
る。

本
文
は
六
十
枚
か
ら
成
る
石
版
附
紙
刷
で
、
題
の
外
は
全
部
片
骰
名
で
あ
る
。
先
づ
胃
頭
に
は

ョ
ア
ン
ネ
ス
ノ

カ
シ
コ
イ
モ
ノ

、‘コ
ザ
ル
。

‘
コ
ク
ラ
ク
七
カ
イ
ノ

ニ
ン
ゲ
ン
ヲ

コ
J

カ
シ
コ
イ
モ
ノ

ゴ
ク
ラ
ク
ト
モ
ニ
ゴ
ザ
ル
。

こ
と
ば

ロ
ゴ
ス
即
ち
逍
を

「
カ
シ
コ
イ
モ
ノ
」
と
認
し、

タ
シ
カ
ニ
カ
ワ
イ
ガ
ル
、

ア
ラ
ン
カ
ギ
リ
イ
ノ
チ

ヲ
ア
ル
ユ
ヱ

゜

コ
J

カ
シ
コ
イ
モ
ノ
ワ
‘
コ
ク
ラ
ク
。

ヒ
ト
ニ
ゾ
ン
ジ
ル

こ
の『
約
翰
輻
音
之
悔
』
と
同
年
に
約
翰
の
害
翰
の
同
じ
ギ
ダ
ラ
フ
師
の
認
が
、同
じ
印
刷
所
か
ら
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
前
述
の
通

h
で
あ
る
が
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
は
新
約
迎
害
の
全
憫
及
ぴ
歯
約
辿
害
の

一
部
分
を
も
日
本
語
に
認
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

然
し
約
翰
陣

と
約
翰
害
の
外
は
版
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。
但
し
約
翰
仰
の
初
め
の
二
丞早
と
『
約
翰
中
帯
』
（
即
ち
約
翰
第
二
害
）
を
―
つ
に
し
た
七
葉
の
小

研

究

.

.
 J

-

．t
 

舒

1
二
廂

ヘ
ボ
ン
膊
士
と
こ
の
繹
害
と
の
個
係
は
後
で
述
べ

ヨ．
A 



甚
軒
数
瑚
祇出
利
際
の

脈
史

ざ
る
を
得
な
い
。

五
九

米
國
に
送
つ
て
ニ
ュ

ー
・
ヨ
ー
ク

冊
子
が
一
八
五
四
年
（
安
政
元
）
レ
オ
ン

・ド
・
ロニ

(
L
e
o
n
d
e
 
R
o
s
n
y
)
に
よ

つ
て
巴
里
で
出
版
さ
れ
た
。

（
一
三
九

元
）
以
来
四
十
年
間
巴
里
の
東
洋
語
駆
絞
の
数
授
と
し
て
日
本
語
を
数
へ

、
彼
に
は
日
本
人
の
間
に
知
己
が
あ
り
、
日
本
文
典
及
ぴ
詩
歌

選
集
の
編
著
が
あ
る
。
後
者
は
寓
薬
の
歌
九
首
を
初
め
と
し
て
日
本
歌
謡
に
佛
繹
と
註
解
と
を
副
へ
た
詞
蔀
集
で
あ
る
。
こ
の
ロ

ニ
出
版

の
前
記
七
葉
の
小
冊
子
は
私
は
市
河
膊
士
の
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
ほ
昭
和
四
年
九
月
廿
七
日
、
東
京
の
某
名

士
の
澁
諏
口
の

一
部
分
が
大
阪
で
入
札
さ
れ
た
時
、
共
中
に
も
ギ
ダ
ラ
フ
師
膵
の
こ
の
珍
ら
し
い
小
冊
子
が
含
ま
れ
て
居
た
の
で
、

挫
て
知
り
合
ひ
の
大
阪
某
碧
陣
の
主
人
に
依
頼
し
て
競
つ
て
も
ら
つ
た
の
で
あ
る
が
、
私
如
き
も
の
が

一
冊
の
古
祁
に
投
じ
得
る
よ
り
も

逝
か
に
高
伯
で
、
東
京
の
某
氏
の
手
に
師
し
た
。
な
ほ
昭
和
六
年
に
も
や
は
り
是
と
同
し
小
冊
子
が
或
る
輿
店
の
古
諏
口目
録
に
出
て
居
る

の
を
見
た
。
債
は
帥
の
場
合
の
半
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
私
は
手
を
出
し
か
ね
た
。

さ
て
ギ
ダ
ラ
フ
師
繹
の
約
翰
側
は
早
く
も
天
保
十
二
年
ヘ
ボ
ン
膊
士
の
目
に
と
ま
っ
た
。
即
ち
裳
時
ま
だ
日
本
へ
来
す
新
嘉
披
に
あ

っ
た
同
膊
士
は
、
或
る
日
郎
刷
所
で
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
認
の

『
約
翰
輻
音
之
佃
』
を
見
て
感
典
を
催
ほ
し
、

の
他
道
會
祉
の
陳
列
館
に
槌
か
せ
た
。
さ
う
し
て
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
同
拇
士
来
朝
の
際
に
は
、

他
日
漉
害
和
認
の
時
の
参
考
に
も

と
、
そ
れ
を
携
帯
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
今
日
日
本
肺
學
校
に
側
は
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
聞
く
。
か
4

る
由
緒
を
考
ふ
p
底時
、
吾
々
は

ふ
み

ヨ
ハ
ネ
偲
最
初
の
和
認
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
恐
ら
く
破
害
の

―
つ

の
書
の
最
初
の
和
認
は
祝
輻
さ
れ
て
、
其
使
命
を
果
し
得
た
と
感
ぜ

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
と
同
時
頃
、
や
は
り
悔
外
に
於
て
漉
害
の

一
部
を
和
認
し
た
者
に
ウ
は
リ
ア
ム
ズ
拇
士

(
S
a
m
u
tl
¥
V
eli
s
 W
illi
a
m
s
衛

三
長
1
8
1
4
,
 1
8
8
0
)

が
あ
っ
た
。
坤
蹄
士
は
ニ
ュ

ー・

ヨ
ー
ク
洲
の
生
れ
で
天
保
四
年
(
-
八
三
三
）
ア
メ

リ
カ
か
ら
宜
数
印
刷
者
と
し
て

私
は

ロ
―ー
は
一
八
六
八
年
（
明
治



縛
士
は
勾
牙
利
生
れ
の
改
床
し
た
猶
太
人
で
、
英
國
に
節
化
し
、
英
姉
人
を
妻
と
し
た
習
帥
且
つ
宜
敬
師
で
あ
っ
た
。
彼
が
琉
球
へ
来
た

の
は
i

八
四
六
年

（
弘
化
三
）
の
五
月
で
あ
っ
た
が
、
會
て
琉
球
に
来
航
し
た
こ
と
の
あ
る
英
國
海
軍
士
官
敷
名
に
よ

つ
て
組
織
さ
れ
た

琉
球
悔
軍
僻
道
會
か
ら
祗
辿
さ
れ
た
の
で
、
恐
ら
く
上
海
か
ら
移
っ
た
ら
し
く
、
家
族
連
れ
で
那
覇
に
定
住
し
た
の
で
あ
っ
た
。
膊
士
は

一
八
五
四
年

（
嘉
永
七
）

の
正
月
再
ぴ
上
海
に
赴
く
迄
、
約
八
年
即
疏
球
に
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
仰
道
は
裳
時
官
憲
の
取
締
が
厳
重
て
思
ふ

次
は
琉
球
に
於
け
る
ベ
テ
ル
ハ
イ
ム

(
E
.
 W
.
 
B
e
tt
e
l
h
e
im

伯
徳
令

1
8
1
1
,
 1
8

7
0
)
 

の
迎
轡
和
繹
の
次
第
で
あ
る
。
ベ
テ
ル
ハ
・イ
ム

彼
は
後
米
國
の
支
那
駐
在
の
外
交
官
と
な
り
、
晩
年
に
は
卸
國
し
て

ェ
ー
ル

大
學

の
支
那
語
講
師
と
も
な
っ

た
が
、
夙
に
日
本
仰
道
に
意
を
注
ぎ
、
支
那
に
あ
っ
て
先
づ
日
本
語
を
學
習
し、

ゥィ
リ
ア
ム
ズ
膊
士
が
日
本
を
訪
つ
れ
た
の
は
天
保
八
年
七
月
で
、
前
記
モ

リ
ソ
ン
細
に
搭
乗
し
て
来
た
の
で
あ
る
か

前
述
の
次
第
で
上
陸
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ほ
拇
士
は
共
後
嘉
永
六
、
七
年
。ヘ
リ
の
艦
隊
の
通
繹
と
し
て
渡
来
し
た
が
、

日
本
へ
定
住
は

し
な
か
っ
た
。
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
膊
士
が
ギ
ダ

ラ
フ
が
約
翰
他
を
和
約
し
た
の
と
殆
ん
ど
同
時
か
、
そ
れ
よ
り
価
か
に
後
れ
て、

や
は

り
日
本
源
流
水
夫
を
語
學
の
師
と
し
て
、
馬
太
俳
及
ぴ
創
拙
記
を
和
繹
し
た
。
さ
う
し
て
膊
士
は
そ
の
原
稲
を
、
将
来
遮
密
和
繹
の
時
の

参
考
に
も
と
、
萬
延
元
年
(
-
八

六
0
)
か
共
翌
年
頃
ヘ
ボ
ン
及
ぴ
プ
ラ
オ

ン
（
S
.

R
.
 Brown
)
 

膊
士
の
家
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
た
そ
の
原
稿
は
、
脱
應
三
年
の
火
災
の
際
、
同
栂
士
の
家
と
共
に
焼
失
し
た
。
か
4

る
次
第
で

こ
の
認
文
を
此

臨
に
引
用
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が

、

ウ
ィ
リ

ア
ム

ズ
博
士
は
英
語
の

b
ut
を

「但
し
」
と
同
義
な
り
と
し
、
英
繹
禦
碧
の
b
u
t

.
,~

す
べ
て

「
但
し
」
と
認
し
た
の
で、

「
但
し
様
」
の
異
名
を
得
た
と
い

ふ
こ
と
が
仰
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。

日
本
水
夫
は
、
キ
リ
ス
ト
新
数
が
得
た
日
本
人
信
者
の
初
め
と
な
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

と
に
癌
手
し
た
。

支
那
に
来
り
、
ギ
ダ
ラ
フ
師
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

文

躯

研

究

,r,r 

第
十
二
iln

六
〇

な
ほ
拇
士
の
迎
饗
和
認
を
助
け
た

日
本
語
の
活
字
を
揃
へ
る

こ

の
雨
博
士
に
送

っ
た
が
、
プ
ラ
オ

ン

(
-―
――九



基
抒
破
迎
書
利
課
の

照
史

タ

イ

ス

ヤ

ジ

ッ

デ
フ

ハ
ジ
メ
カ
ラ

リ
ヲ
タ
イ

や
う
に
行
は
れ
す
、
彼
の
主
力
は
抱
諏
いの
酬
諜
に
向
け
ら
る
さ
7

と
4

な
っ
た
0

膊
士
の
琉
球
俗
語
認
蝦
諏
り
の
年
代
は
記
録
に
一
致
し
な

ふ
み

い
勘
も
あ
る
か
、
大
閤
嘉
永
四
、
冗
年
の
頃
ら
し
く
、
安
政
二
年
彼
の
認
し
た
四

つ
の
池
い
は
、
香
泄
に
お
い
て
基
廿
数
伽
識
咄
及
協
合
の

求
め
に
よ
つ
て
上
梓
さ
れ
た
。
な
ほ
拇
士
の
事
蹟
に
脳
し
て
は
重
久
約
太
郎
氏
の
前
記
の

一
文
中
に
種
々
興
味
あ
る
報
告
が
な
さ
れ
て
ゐ

さ
て
安
政
二
年
(
-
八
冗
五
）
香
港
で
出
版
さ
れ
た
ベ
テ
ル
ハ
イ
ム
琉
球
俗
語
認
の
迎
祖
は
『
路
加
佃
輻
音
謝
』
、
『
約
翰
佃
輻
昔
諏
a
』
、

ふ
ふ

『
披
差
言
行
録
』
（
使
徒
行
佃
）
、
及
ぴ
『
保
羅
寄
羅
馬
人
轡
』
（
羅
馬
瞥
）
の
四
つ
の
轡
で
あ
っ
て
、
私
が
見
た
の
は
市
河
膊
士
の
蔵
さ
れ
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
。

（
な
ほ
東
洋
文
庫
所
蔵
本
は
こ

の
四
つ
を
合
綴
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
）
扉
に
は
そ
れ
人
＼
題
の
向
つ

て
右
肘
に
乙
卯
年
鍋
と
あ
り
、
左
下
に
往
血11
天
下
偲
輻
昔
典
部
民
と
あ
る
。

乙
卯
は
安
政
二
年
に
賞
り
、
左
下
の
文
字
は
私
の
こ
の
稲
の

初
め
に
引
用
し
た
瑚
何
の
趣
旨
に
呼
m
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
中
路
加
側
の
冒
頭
を
引
川
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

路
加
僻
輯
音
啓

ハ
ジ
メ
カ
ラ
ド
ウ
シ
ミ
テ

二

る。

マ
コ
ト
ニ

ノ
ビ
タ
イ
ル

イ
サ
イ
ニ
シ
ヒ
テ
ヲ
タ
ル

、

サ

ト
シ
ル
タ

メ
。

ヽ ．

チ

一
節

十

ヲ

ホ

コ

ノ

ヒ

ト

ノ

ワ

ッ

タ

ア

ウ

チ

rブ智

-~·~-_.,, ,-

〇
ロ
カ
ノ
ヨ
ロ
コ
ビ

モ
ノ
ヤ

シ

ル
シ

ャ――

四

ィ
ナ
ト
ウ
ル

十
フ
ッ
タ
フ
．―
-
ッ
タ
イ
タ
ル
ゴ
ト
、

4
 

タ
ッ
ト
キ
テ
オ
ヒ
ロ

タ
ヨ

リ
ッ

タ
イ
ノ
シ
ョ
モ
ッ

。

コ
ト

＇ ノ‘

ツ

ラ

ネ

イ
チ
／
＼
l

カ
キ

(
-―――九一--）

マ
夕

ワ
ガ

入
ビ
ョ
ス
、

ヲ
モ
テ
、
｀
ヽ

イ
ヤ
ガ
ナ
ラ

カ
ン
ガ
ヱ
夕

ヽ

コ
ト



ヽ
ン
ト
ス
ル

ヲ

ワ
レ
モ

ミ
テ
ガ

ウ
チ

マ
タ

ヨ
シ
ト

ハ
ジ
メ

キ
ワ
メ

コ
ト

ミ
ナ

四

ヲ
モ
ヘ
テ

、

ナ
ン
ヂ
ガ

ョ
lJ

マ
ッ
タ
ク

ヲ
シ
ヘ
ル

モ
ノ
だ
ノ

コ
ト

ヲ

モ
ッ
テ

一
節
盗

有

属

＇人以

孟
抒
中
足
＇
微
之
ー
事
一

、

,,.,,. 
牙コ

二,=r 
一

路
加
側
輻
―
音
書

語
認
と
到
照
の
た
め
、
や
は
り
冒
頭
を
引
用
す
れ
ば
ー
ー
，

ロ

カ

ヨ

ロ

コ

ビ

ウ

ト

ッ

リ

ヲ

ッ

タ

フ

ノ

シ

ョ

モ

ッ

英
國
党
渾
2

協
合
の
香
池
駐
在
通
信
員
が
、
ペ
テ
ル
ハ
イ
ム

の
日
本
語
認
路
加
佃
ー
ー
疏
踪
俗
語
認
を

訂
正
し
た
も
の
ー
ー
に
淡
認
の
本
文
を
鉗
照
さ
せ
て
五
百
部
だ
け
出
版
し
た
。
こ
の
事
は
前
記
ダ

ー
ロ
ー
及
ぴ
モ

ー
ル
附
氏
共
編
の
目
録

の
中

(
N
o
.5
8
0
3

)

に
も
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

港
駐
在
の
迎
信
員
が
五
年
版
出
版
に
際
し
、
二
年
版
の
扉
の
文
字
を
全
部
そ

の
ま
4

用
ゐ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
日
淡
封
繹
の
方
は
、

罰
久
氏
が
指
摘
さ
れ
て
居
る
如
く
、
安
政
五
年
の
版
と
見
る
可
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
版
で
私
の
見
た
の
は
東
北
帝
大
附
恥
脳
杏
舘
所
載
の

も
の
と
、
日
本
帥
學
佼
の
も
の
と
で
あ
る
0

安
政

二
年
版
は
稽
細
長
い
感
じ
の
す
る
肝
本
で
あ
る
が
、
五
年
版
の
方
は
二
年
版
に
比
し
て

輻
か
阪
く
な
つ
て
ゐ
る

の
み
な
ら
す
、
枚
数
も
少
し
培
加
し
て
ゐ
る
°
勿
論
淡
認
か
抑
入
さ
れ
た
4

め
で
あ
る
。
今
安
政
二
年
の
琉
珠
俗

二

三

警
之
於
瞥

i

、

互

本
ト
ー
婢
道
者
ー
自
訟
呵
襲
見
プ
、

而
函
努
同
人
-}°

我
サ
叉
参
I

互
よ名ー

阻

一

節

誇，
、次

第
書
芝

ラ
、翌

提

＇阿＇非＇

羅
閣
下
一
、
欲
琴
叫
“深
宍
呵
．；
所
如
も
之
焔
呼
然
一
也
。
ケ
ダ
シ

シ
ャ
ウ

n

證
猿
セ
ラ
ル
ノ

シ
カ
ウ
シ
テ

コ
ト
ワ
リ

ヲ

次
に
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、

文

辱し

研

究

1
.
t
 

第

1
-―削

マ
ナ

プ

ト
コ
ロ
ノ

ジ
ッ
ヲ

サ
ト
リ

タ
リ
、
イ

チ
／
＼
＇

ワ
レ
ラ
ニ

イ

チ

/

¥,

ッ
タ

ヘ
タ
ル

ノ
ビ

シ
ラ
シ
メ

ン

ナ

ン

ヂ

タ

ッ

ト

キ

シ

Jレ

シ
ヽ

そ
の
本
の
日
附
は
安
政
二
年
版
と
同
じ
く
、

J-

ノ‘

テ
オ
ヒ
ロ

ト
ウ
リ
ニ

セ
ン
ト
ス
ル
、

＿
ニ
ュ
ヘ

ソ
ノ

二

ハ
ジ
メ

ヲ
ホ
キ

ヽ

ヒ
ー

ヨ
リ

力

シ
タ
シ
ク

乙
卯
年
鍋
と
な
つ
て
ゐ
る
。
但
し
之
は
香

（
一
三
九
旧）

ヽ

ア
リ

ワ
レ
ラ



.~ 

碁
抒
敬
瑚
書
利
諜
の

艇
史

敬
授
の
著
密
出
版
所
た
る
ア

ド
ル
フ

・
ホ
ル

ッ
ハ
ウ
ゼ
ン

4

ー
ル
ド
で
永
眠
し
た。

少
日
本
に
在
る
宜
敬
師
に
も
送
附
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、

1

＇ヽ rノ

（
一
三

九
五

而
し
て
ウ
：
ー
ン
版
の
こ
の
路
加
僻

か
ら
出
版
さ
れ
た
。。フ
了
ツ
↓
‘

こ
の
引
用
文
と
安
政
二
年
版
か
ら
の
引
用
と
を
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
方
が
餘
程
標
準
日
本
語
に
近
づ
い
て
ゐ

る
事
が
明
か
で
あ
る
。
さ

う
し
て
こ
の
改
正
に
典
っ
た
の
は
や

は
り
南
方
支
那
在
留
の
日
本
源
流
水
夫
で
あ
っ
た
と
想
俊
ざ
れ
て
ゐ
る
°
安
政
五
年
の
路
加
悔
は
多

日
本
に
お
け
る
他
道
用
に

は
な
ら
な
か
っ
た
°
叉
ベ
テ

ル
ハ
イ
ム
栂
士
自
ら

も
、
そ
の
琉
球
俗
語
繹
の
姻
渾
口が
日
本
本
土
の
他
道
に
役
立
た
ぬ
こ
と
を
覺
り
、
後、
ン
カ
ゴ
で
、
恐
ら
く
薬
屋
を
螢
み
な
が
ら
、

に、

13
本
本
土

へ
の
渡
来
を
志
し
日
本
偲
道
に
要
す
る
究
金
を
求
め
た
が
、
期
成
ら
す
、

一
八
七
0
年

（
明
治
一―-
）

日
本
人

の
助
け
を
得
て
、
琉
球
語
繹
を
改
訂
し
て
標
準
日
本
語
た
ら
し
め
ん
と
し
た
。
そ
の
日
本
人
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
匹5
国
時

滞
米
中
で
あ
っ
た
同
志
祉
の
創
立
者
新
島
凝
氏
な
ど
が
さ
う
で
な
か

っ
た
か
と
想
隊
さ
れ
て
ゐ
る
。

ベ
テ

ル
ハ
イ
ム

膊
士
は
新
約
迎
沓
全

ふ
ふ

部
を

一
應
琉
球
語
に
認
し
て
居
た
と
想
倣
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
標
準
日
本
語
に
近
く
直
さ
れ
た
三
つ
の
害
が
あ
と
で
記
す
如
く
、
彼
の
死
後

ゥ
4

ー
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
拇
士
は
前
記
の
如
く
、
琉
球
か
ら
上
海
に
赴
き
、
そ
れ
か
ら
米
國
に
渡
り
、
米
國
で
は
漉
吉
の
繹
の
改
訂
と
共

米
國
の
プ
ル
ッ
ク

フ

然
る
に
其
後
そ

の
未
亡
人
は
夫
の
逍
し
た
認
稿
を
英
國
幽
咎
協
命
＂
に
提
供
し
、
試
み
に
先
づ
約
翰
他
を
印
刷
す

る
費
用
の
た
め
四
百
ド
ル
を
支
出
し
、

に
委
闊
し
て
そ
の
出
版
を
計
り
、
そ
の
結
果
約
翰
佃
輻
音
杏
及
ぴ
路
加
側
輻
昔
因
は
明
治
六
年
に
、
使
徒
行
他
は
明
治
七
年
に
、
各
々
同

迎
書
協
會
は
ウ
:
l

ン
の
東
洋
學
者
。フフ
ィ
ツ
マ
イ
ア
敬
授

(
A
u
g
u
s
t
P
f
i
z
m
a
ier
,
 18
0
8
 ,
 1
8
8
7
)
 

(
D
r
u
c
k
 
v
o
n
 A
d
olf 

イ
ア
破
授
は
柳
亭
稲
彦
の
『
浮
枇
形
六
枚
昇
風
』
の
獨
謁
と
醜
刻
で
有
名
で
あ
り
、 s• 

H
o
lzh
a
u
s
e
u
)
 

ア
イ
ヌ
語
文
典
の
編
築
者
、
又
萬
葉
集
の
欧
洲
へ

の

紹
介
者
で
あ
る
。
即
ち
同
敬
投
は

一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）

漿
都
の
熙
士
院
紀
要
第
二
十
一

巻
に
於
て
、
萬
葉
集
の
長
短
歌
合
せ
て
ニ

百
十
六
首
を
獨
認
し
て
居
り
、
誤
諜
も
多

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
私
は
ま
だ
見
る
機
令
を
も
た
ぬ。



の
は
誤
杭
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

但
し

so
n

の
認
語
が
十
六
節
で
は

「
む
さ
こ

」
と
な
つ
て
居
り
、
十
七
節
の
方
で
は
「
む
す
心
」
と
正
し
く
記
さ
れ
て
居
る
が
、
切
め

ら
す
い
ま
し
せ
け
ん
こ
れ
を
も
つ
て
す
く
は
ら
る
が
た
め
な
り
。

て
は
最
も
早
い
デ
ィ
ー
コ
ン

の

一
人
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
息
雄
杜
三
氏
に
他
は
つ

て
ゐ
る
と
の
こ
と
で
あ
る。

山
縣
典
根
二
氏
は
明
治
九
年
受
洗
、
十
八
、
九
年
の
頃
、

に
お
い
て
は
、
そ
の
日
本
語
は
安
政
冗
年
の
香
港
版
路
加
佃
よ
り
も
ご
歴
糊
準
日
本
語
に
近
づ
き
、
香
港
版
の
片
仮
名
が
、、
少
敷
の
漢
字

交
り
の
平
似
名
文
に
改
め
ら
れ
て
ゐ
る
°
叉
本
の
偲
裁
は
小
形
と
な
り
、
活
字
は
草
沓
閤
で
あ
る
。

こ
の
版
の
路
加
僻
は
東
京
の
市
河
膊

士
及
び
原
胤
昭
氏
が
蔵
さ
れ
て
居
り
、
約
翰
僻
は
同
志
眈
大
梨
の
181響
館
に
あ
り
、
幸
に
私
も
一
本
を
備
へ
て
居
る
。
約
翰
僻
鰍
音
饗
と

表
題
を
墨
饗
さ
れ
た
白
の
紙
表
紙
の
下
に
朱
色
の
扉
が
あ
り
、
中
央
に
約
翰
僻
輻
音
害
の
文
字
が
草
杏
憫
で
印
刷
さ
れ
、
向
つ
て
右
厨
に

明
治
六
年
癸
酋
新
著
、
左
横
に
東
固
宇
院
城
阿
度
留
布
保
流
都
方
前
版
摺
屋
蔵
活
字
と
あ
る
。
東
刷
宇
院
城
は
合
terr;ich

の

W
i
e
n

城
、
阿
か
ら
前
迄
は

A
d
olfHolzhau

se
n
~ 

の
下
は
自
ら
明
か
で
あ
る
。
な
ほ
扉
の
右
下
の
開
に
細
字
で

J
a
p
a
n
.
S
.
 J
o
h
n
.
 18
7
3
.
 

こ
の
版
の
使
徒
行
他
は
器
公
舎
牧
師
前
島
密
氏
の
所
に
一
冊
、

以
上
の
中
、
今
次
に
『
約
翰
僻
輻
音
害
』
第
一二
章
十
六
、

日
本
人
と
し

七
節
を
引
用
し
よ
う
。
完
全
な
日
本
標
準
語
に
は
な
り
き
つ
て
ゐ
な
い
が
函
に

引
用
し
た
安
政
五
年
の
路
加
他
に
似、

或
は

一
暦
標
準
語
に
近
い
認
で
あ
る
。

は
だ
し
紳
せ
け
ん
を
か
の
ほ
ど
あ

い
し
て
そ
の
ひ
と
り
う
ま
ら
す
の
む
さ

こ
を
す
ら
あ
た
へ

て
お
よ
そ
こ
れ
を
し
ん
す
る
も
の
ほ
ろ
ば

十
七

す
し
て
か
ぎ
り
な
き
い
の
ち
を
ゑ
せ
し
む
が
た
め
。
か
つ
帥
そ
の
む
す
こ
を
せ
け
ん
へ

つ
か
は
す
は
せ
け
ん
を
と
か
さ
だ
め
す
る
に
あ

と
あ
る
。

な
ほ
同
じ
く
迎
公
會
の
故
山
縣
典
根
二
氏
所
蔵
の
も
の

二
冊

文

｝弘

研

究

,rr
 

,＂u
 

.,9

-

舒
1
ニ
ji

.‘
且

1
/
U
'
 

（
一
三

九
六

）



基
抒
敬
幽
書
和
謀
の
脈
史

に
燒
失
し
た
。

イ、

漉
粛

一
部
分
の
初
期
の
個
人
認

六
五

(

-

i

――九
七

應
晶
は
悔
外
及
ぴ
琉
球
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
敬
新
数

々
徒
に
よ
る
漉
古
和
認
及
ぴ
そ

の
出
版
の
胚
史
的
慨
要
で
あ

開
國
以
来
の
日
本
に
於
け
る
漉
密
麟
認
の
跡
を
辿
つ
て
見
よ
う
。

ヘ
ボ
ン
隙
士
の
言
に
よ
れ
ば
、
我
が
國
に
派
逍
さ
れ
た
宜
敬
師
の
う
ち
、
S
.
R
・
プ
ラ
オ
ン
拇
士

(
B
r
o
w
n
)

五
）
か
ら
二
年
に
か
け
て
、

一揺
昔
害
の
和
鰈
に
従
事
し
た
が
、

共
原
稲
は
前
記
脱
應
三
年
の
火
災
で
、
ウ
は
リ
ア
ム

ズ
膊
士
の
闘
稿
と
共

又
タ
ム
ソ
ン
師

(
D
a
v
i
d
T
h
o
m
p
s
o
n
)

は
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
創
世
記
の
麟
繹
に圭
71
手
し
ヘ
ボ
ン
栂
士
自
身
又
明

轡
一
年
以
前
か
ら
四
輻
音
臀
の
醜
繹
に
従
事
し
て
ゐ
た
が
、
是
等
は
直
ち
に
出
版
迄
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
後
段
参
照
）。

そ
れ
で
日
本

で
出
版
さ
れ
た
蜜
魯
和
繹
の
最
初
の
も
の
は
ア
メ

リ
カ
ン
・

フ
リ
イ
・

バ
プ
テ
ス

ト
・

ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
横
洸
在
住

の
宵
薮
師
ゴ

ー
プ
ル

(
J
o
n
 a
 th
a
n
 
G
o
b
l
e
)

の
『
底
太
輻
音
杏
』
で
あ
る
0

,, 
コ
ー
プ
ル
師
は
元
治
元
年

（

『
摩
太
輻
昔
書
』
は
明
治
四
年
(
-
八
七一

）
の
秋
に
出
版
さ
れ
た
°
私
の
見
た
の
は
日
本
帥
躾
校
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
東

京
の
米
固
都
害
協
會
か
ら

A
urell

氏
の
著
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『
瑚
密
和
認
の
歴
史
と
漉
害
協
會
』
と
題
す
る
小
冊
子
に
は
横
預
市
役

所
の
市
史
編
纂
部
に
も
こ
の
本
が
あ
る
や
う
に
記
さ
れ
て
を
り
、
問
ひ
合
せ
た
結
果
現
存
す
る
こ
と
を
知
つ
た
。
と
も
か
く
私
の
見
た
の

は
底
太
輻
音
害
と
い

ふ
題
箋
の
つ
い
た
水
色
表
紙
の
奥
ゆ
か
し
い
装
禎
の
平
恨
名
木
板
本
で
あ
り
、ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
の『
約
翰
輻
音
之
博
』
の

場
合
と
同
じ
く
ヘ
ボ
ン
栂
士
の
手
蹟
で
次
の
や
う
な
説
明
の
貼
紙
が
し
て
あ
る
ー
ー
ー
T
h
e
G
o
s
p
e
l
 of
 
M
a
t
t
h
e
w
 tran
sla
te
d
 b
y
 R
e
v
.
 

一
、
開
國
後
の
日
本
に
於
け
る
塞
書

観

認

は
脱
應
元
年
(
-
八
六

八
六
四
）
に
輻
音
害
と
使
徒
行
佃
の
醤
認
に
浩
手
し

た
。
次
に
は
安
政



ル
師
は
紙
に
明
治
元
年
に
ロ
ー
マ

字
馬
太
仰
の
出
版
に
取
り
か
4

っ
た
が
、
是
は
完
成
し
な
か
っ
た。

し
て
、
帥
奈
川
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。

さ
う
し
て
其
時
師
は
日
本
の
源
流
水
夫
仙
太
郎
を
も
伴
ひ
来
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
ほ
ゴ

ー
プ

加
は
り
、
帥
固
後
日
本
へ
祇
追
さ
れ
ん
が
た
め
に
、
訓
象
絞
に
入
っ
て
勉
強
し、

部
延
元
年

(
-
八
六

0
)
に
愈

々
日
本

へ
の
宜
数
師
と

但
し
日
本
へ
来
た
多
く
の
基
枡
数
新
敬
宜
教
師
中
、

特
に
ゴ
ー
プ
ル
師
が
要
害
和
澤
出
版
の
最
初
の
人
と
な
っ
た
の
は
、
決
し
て
偶
然

ら
す
し
て
、
引
き
受
け
た
ら
し
い
と
い

ふ
の
で
あ
る
。

つ
て、

ゴ
ー
プ
ル
師
の
場
合
も
梱
狛
で
は
引
き
受
け
る
者
が
な
く
、
東
京
で
上
木
さ
せ
た
。
東
京
の
版
木
屋
は
恐
ら
く
害
物
の
内
容
を
知

M
r
 G
o
o
le
 o
f
 
th
e
 B
a
p
t
is
t
 M
i
s
s
io
n
 i
n
 

こ
の
本
の
最
後
に
は
（
振
仮
名
も
そ
の
ま
A

を
記
す
）

t

た
い
ふ

く
い
ん
し
よ
の

お

わ

り

磨
太
輻
音
害
之
終

ゃ＿
こ
9
.
―

横
祐
配
翌
葛
を
叡
聖
虞

め

い

ぢ

よ

ね

ん

し

ち

ぐ
わ
っ

こ
く
な
る

明
治
阻
年
七
月
刻
成

t.J
1

t

 

”打

1-iiu
Y
o
k
o
k
m
r
a
,
 a
n
d
 

や
（
す

、コ
プ
リ
謡

と
印
刷
し
て
あ
る
か
ら
、
こ
の
本
の
木
板
は
明
治
四
年
七
月
に
は
眺
に
完
成
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を

ヘ
ボ

ン
膊
士
が

一
八
七
ニ

？
即
ち
明
治
互
年
の
出
版
か
と
さ
れ
た
の
は
、

の
述
淡
が
悔
は
つ
て
居
る
。

即
ち
常
時
木
板
屋
の
方
で
は
、

o
f
 t
h
e
 
B
i
b
le 
p
u
b
li
s
h
e
d
 i
n
 
J
a
p
a
n
 

文

恐

研

究

p
u
b
lis
h
e
d
 
o
n
 
b
l
o
c
k
s
,
 i
n
 1
8
7
2
.
 (
?
)
 

T
h
i
s
 is
 t
h
e
 fi
r
s
t
 p
o
r
ti,1n
 

い
か
ゞ
な
も
の
で
あ
ら
ふ

か
。
な
ほ
こ
の
本
の
上
梓
に
闘
し
て
は
次
の
や
う
な
認
者
自
身

キ
リ
ス
ト
数
の
も
の
を
引
き
受
け
る

こ
と
は
、
ま
だ
危
陰
を
伴
ふ
時
代
で
あ

で
は
な
か
っ
た
。
師
は
夙
に
、

他
逍
地
と
し
て
の
日
本
に
典
味
を
も
ち
、
提
仔
。ヘ
リ
が
日
本
へ
来
た
時
、
視
察
の
目
的
を
以
て
其

一
行
に

J

Jヽ

、

フ
'
-
ノ

（
一
三

九

八
）



晶
粁
敬
瑶
渾
口
利
牒

の
脈
史

た
ま
へ
よ
」

ゴ
ー
プ
ル
師
と
N
・
プ
ラ
オ
ン
師
の
平
仮
名
新
約
泄
告
と
の
幽
係
は
後
で
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

な
ほ
‘
コ`
ー
プ
ル
師
は
恐
ら
く
最
初
の
讃
美
歌
和
鰐
者
で
も
あ
っ
た
°
師
は
今
日
の

『
さ
ん
ぴ
か
』

三
百
五
十
番

「
あ
ま
つ
み
く
に
は

た
の
し
き
ぞ

g
l
o
ry
 s
t
a
n
d
,
 

る
す

な
た
の

き
ょ
き
と
も
が
ら

う
ち
つ
ど
ひ

．．．．．． 
」

B
r'i
g
ht, 
b
ri
g
h
t
 a
s
 
day・
:
 ．．．．
 

を

「
よ
い
く
に
あ
り
ま
す

れ

ら

を

あ

く

よ

り

た

す

け

ご
と
く

わ

れ

ら

の

ひ

き

お

い

も

ゆ

る

し

ひ
ゞ

の

め

し

こ
ん
に
ち

も

わ

れ

ら

に

あ

た

ヘ

,・J
せ
い
じ

な
さ
れ
あ
な
た
の

あ
な
た
は

カ`ヽ
？

の
原
歌

た
ま
へ

お
ぼ
し
め
し

次
は
六
罪
九
節
以
下
の

「
主
の
祈
」
で
あ
る

|
ー
ー

，
 

そ
れ
ゆ
ヘ

い
の
る
べ

し

「て
ん
に

と

か
み帥
を

み
や
う
。

し

そ
の

ひ

と

め

ぐ

み
を

か
つ
ゑ

る

も

の

は

さ

い
わ
い

ご
し

ふ

i

ナ

＇ 8 

う

け

や

う

こ

4

ろ
に

じ
ゃ

節
で
あ
る
。

5
 に
う
わ
の

も

の

は

さ

い

わ

い

た
い
そ
う

六
七

そ
う
ぞ
く

（
一
三
九
九
）

し
ん
じ
や
は
さ
か
え

て

ひ

明
治
四
年
上
梓
の
ゴ
ー
プ
ル
認
『
昭
太
齢
音
害
』
の
大
閤
を
脱
ふ
た
め
、

ニ
ケ
所
か
ら
引
用
し
よ
う
。
初
め
は
第
五
章
冗
節
以
下
の
数

た
ふ
と
ま
せ

T
h
e
re
 is
 a
 h
a
p
p
y
 la
n
d
,
 Far'） 

f
a
r
 
a
w
a
y
,
 W
h
e
r
e
 s
a
int
s
 i
n
 

て
ん
に2
 

た

ま

い

か

つ

30 
］
 わ
れ
ら
を

そ
の
ひ
と

じ
ゃ

け

だ
し

そ
の

ひ
と

わ
れ
ら
に

あ
る

え
ん
ぽ
ぅ

そ
4

の
か
し
に

さ
そ
ひ

た

ま
は
す

た
ゞ

ひ
き
お

い
あ
る

ひ
と
を

わ

れ

ら

が

ゆ

i

、)
と

く

ち

に

も

な

さ

し
め

た
ま
へ

い
ま
す
わ
れ
ら
の

ち
A

や

み

な

を

お

い

て

き

よ

き

も

の

は

さ

い

わ

い

せ
か
い
を
7
 

み
ち
ま
せ
？`

め
ぐ
み
あ
る

じ
ゃ

け

だ

し

そ
の

ひ

も
の

は

さ

い
わ
い

た
ま

へ

ーー
わ
れ
ら
の

じ
ゃ

け

だ

6
 
ゞ

せ
や

う

き

を

し
た
い

わ ぁ10 
う
ゑ



か
り
ぞ
…
…
」
と
鐸
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
之
は
明
治
六
年
よ
り
以
前
の
こ
と
で
あ
る
と
い

ふ
。

前
に
も
記
し
た
が
、

（
一
四
0
0
)

師
は
明

尚
ヘ
ボ
ン
拇
士
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、

同
師
は
明
治
三
年
(
-
八
七

0
)
以
前
か
ら
、
奥
野
昌
網
氏
の
援
助
に
よ

つ
て
、
四
幅
音
告
の

醜
認
に
従
市
・
さ
れ

、

な
ほ
そ
の
う
ち
馬
可
、
約
翰
及
ぴ
馬
太
の
一
―
-
諏
]
は
奥
野氏
の
助
け
に
よ
り

、
同
煎
士
と

S
•
R

•
プ
ラ
オ

ン
膊
士
と
が

共
に
改
訂
さ
れ
た
と
の
事
で
、
明
治
五
年
の
秋
に
は
、
馬
可
僻
と
約
翰
仰
と
が
出
版
さ
れ
、
翌
年
の
春
に
は
馬
太
偲
が
出
版
さ
れ
た
。
さ

う
し
て
是
等
の
中
約
翰
仰
を
ロ

ー
マ
字
で
恕
い
た
も
の
が

y
娑
0

姿
｀
I
o
r
1
`
A
1
｀
ご
と
し
て
明
治
六
年

ニ
ュ
ー・

ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
た
。

以
上
は
菟
し
個
人
の
企
固
に
よ
り
、
應
急
の
た
め
に
作
ら
れ
た
認
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
共
同
の
事
業
と
し
て
、
新
約
狸
害
全
開
の
蹟

繹
が
滸
手
さ
る
4

に
至

っ
た
。
即
ち
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）
九
月
廿
日
基
瞥
放
新
数
各
派
の
宜
数
師
十
四
名
が
横
裕
に
命
い
合
し
、
米
國

蝦
害
協
合
の
事
業
と
し
て
、
新
約
瓶
土り
和
繹
の
こ
と
を
議
決
し
た
。
そ
の
結
果
先
づ

s
.
R
プ
ラ
オ

ン、

J
。C

ヘ
ボ
ン

、
D
。C
グ
リ
ー

ン
の
三
膊
士
か
委
員
に
學
け
ら
れ
た
。

S
.
R
プ
ラ
オ
ン
師
は
グ
ッ
チ
・
リ
フ
ォ

ー
ム
ド
派
の
宜
数
師
で
、
諮
美
歌
の
作
も
あ
る
歌
心
あ
る

姉
人
を
母
親
と
す
る
好
梨
の
士
で
あ
り
、
習
師
で
長
老
派
の
宜
数
師
で
あ
っ
た
ヘ
ボ
ン
師
に
つ
い
て
は
、

治
廿
万
年
米
國
に
帥
り
、
四
十
四
年
九
十
七
歳
の
高
齢
を
以
て
他
界
じ
た
。
又
グ
リ
ー
ン
師
は
紐
合
派
の
宜
数
師
で
、
後
で
述
ぶ
る
如
く

理
忠
改
繹
に
も
閥
係
さ
れ
た
の
で
、
明
治
四
十
年
代
、
私
は
、
青
山
學
院
帥
跛
部
の
取
生
で
あ
っ
た
頃
、

な
が
ら
接
す
る
機
命
りを
屈
々
有
し
た
の
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
明
治
七
年
三
月
廿
万
日
（
こ
の
日
附
は
基
幣
数
年
鑑
に
拙
つ
た
の
で
あ
る
、

他
の
文
献
中
に

は
同
年
六
月
と
あ
る
の
も
あ
る
が
、
是
は
委
員
の
全
部
揃
っ
た
上
の
日
附
で
あ
る
）
を
以
て
、
愈

々
新
約
瑚
害
の
和
繹
は

滸
手
さ
れ
た
。
（
醜
⑰
委
員と
し
て
は
前
記
一
二
名の
外
、
共
後
R
.
s

•

マ
ク
レ
イ
、

N
・
プ
ラ
オ
ン
雨
栂
士
、
ヂ
ョ
ン・
バ
イ
バ
ァ
及
び
ラ
シ

ロ、

新
約
全
害
の
共
同
醜
繹

文

f科

研

究

9
1
,
r
r
 

卯

1
二
軋

六
八

そ
の
狼
者
ら
し
い
濫
容
に
他
所



こ
。f
 

甚
抒
敬
瑚
飛
は
和
謀
の
肥
史

六
九

一
冊
物
の
新
約
蝦
褐
が
で
き
た
後
も
、
暫
く
は
用
ゐ
ら
れ

爾
来
醜
認
の
班
業
は

ア
ン
・
チ
ャ
ー
チ
・
ミ
ッ
シ
m

ン
の
ニ
コ
ラ
イ

・
カ
サ
ト
キ
ン

の
認
師
も
加

つ
た
が
、
N
・プ
ラ

オ
ン
煎
士
は
約
一
年
半
の
後
、
粛
し
て
箪
獨
に

訊

鱈

羞

絞

し
、
北
ハ
他
も
、
後
で
加
っ
た
委
員
は
大
抵
柿
々
の
差
支
の
た
め
に
醜
認
委
員
の
會
合
に
列
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

明
治
八

さ
う
し
て
此
醜
認
事
業
の
結
果
と
し
て
、

但
し
英
人
。ハ
イ
バ
ア
師
は
後
で
記
す
如
く
、
抑素
諏11
和
認
の
恩
人
の
一

人
と
な
っ
た
）
。

年
八
月
に
先
づ
路
加
僻
か
出
版
さ
れ
た
。
（
同
し
く
明
治
八
年
に
は
「
耶
膵
数
正
學
入
門
」
と
題
し
、
主
の
祈
、
使
徒
信
紐
、
並
に
モ

ー
ゼ

の
十
誡
の
和
繹
に
共
年
の
安
息
日
表
を
加
へ
た
一
枚
刷
の
も
の
が
出
来
て
居
る
が
、
是
も
醜
認
委
員
の
手
に
成
つ
た
も
の
で
あ
る
。

）
そ

れ
か
ら
明
治
九
年
に
は
薙
馬
苦
、
十
年
に
は
馬
太
侮
、
馬
可
偲
が
預
行
さ
れ
た
。

係
の
部
を
見
る
と、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
日
本
人
醜
認
者
（
複
数
）
に
よ
る
馬
太
仰
が
東
京
の
十
字
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
と
あ
り
、

新
約
漉
害
鴨
繹
委
員
の
手
に
成
つ
た
明
治
十
年
の
馬
太
偲
（
改
訂
繹
）
の
先
謳
を
な
し
て

ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
）
。

次
第
に
進
み
、
肺
利
門
、

雅
各
、
彼
得
前
後
浜
り、

猶
太
、
商
羅
西
の
語
書
並
に
獣
示
録
が
明
治
十
三
年

(
-
八
八

0
)
四
月
に
出
版

（但

し
前
年
七
月
に
認
は
完
成
し
て
ゐ
た
）

さ
る
4

に
及
ん
で
、
新
約
漉
害
全
佃
の
日
本
語
認
が
完
成
し
た
。
さ
う
し
て
そ
の
完
成
の
祝
質
舎

の
あ
っ
た
同
年
囮
月
十
九
日
は
、
恰
も
片
岡
健
吉
氏
が
國
合
開
設
の
請
願
を
太
政
官
に
提
出
し
た
後
二
日
で
あ
っ
た
。
迎
轡
の
認
は
奥
野

昌
網
氏
が
美
は
し
い
手
蹟
で
版
下
を
事
りか
れ
、
輻
音
密
な
ど
は
各
一

冊
と
し
、

害
翰
の
蔽
い
も
の
は
ニ―――
輿
合
し
て

一
冊
と
し
て
印
行
さ

れ
た
。

さ
う
し
て
領
は
一

冊
十
錢
か
ら
四
錢
位
で
あ
っ
た
。
是
等
分
冊
本
は
、

日
本
側
で
新
約
聖
雹
韻
認
の
仕
事
に
携
は
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
奥
野
品
網
、
松
山
高
吉
面
氏
、

そ
れ
に
高
栖
五
郎
氏
が
プ
ラ
オ

ン
師

の
日
本
賠
敦
師
で
あ
っ
た
の
で
、
氏
も
亦
自
ら
之
に
典

つ
た
の
で
あ
っ
た
°
叉
杉
本、

三
輪
の
雨
氏
も
一
時
柚
佐
さ
れ
、
営
時
未
だ
若
か

（一

阻

0
-
）

（但
し
前
記
英
國
瑠
害
協
會
所
蔵
湖
脊
目
録
の
日
本
闘



刃
し
、
プ
ラ

オ
ン
膊
士
は
出
来
得
る
限
り
、
通
俗
的
に
心
懸
け
ら
れ
た
と
の
事
で
あ
る
。

殊
に
グ
リ
ー
ン
膊
士
は
似
名
を
本
開
と
し
て
、

文
は
淡
字
で
な
く
、

振
仮
名
を
本
文
と
定
め
、
日
本
人
柿
佐
役
が
動
も
す
れ
ば
、

鍔
迎
祇
い
の
希
脱
語
豚
本
で
あ
り
、
従
っ
て
日
本
繹
翌
雹
は
英
亦11
か
ら
の
正
咋
で
は
な
く
し
て
、
希
眺
廊
文
に
拙
つ
た
も
の
で
あ
る
。

又
認

支
那
諜
に
伍
禎
し
て
、
淡
文
口
調
に
側
か
ん
と
す
る
に

な
ほ
井
深
栂
士
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
新
約
架
啓
和
繹
の
正
本
と
さ
れ
た
も
の
は
、

は
、
目
に
見
え
る
や
う
な
氣
が
す
る
。

」
第
十
二
輯

っ
た
井
深
梶
之
助
氏
も
蔭
で
手
側
は
れ
た
や
う
で
あ
る
。

有
様
を
努
卵
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
左
に
共
一
節
を
引
用
し
よ
う
。

「
雙

栞

貫

は

、
日
曜
日
土
瞭
日

の
外
は
、
御
日
午
前
、九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
合
合
し
て
、
委
員
の

一
人
が
先
に
起
取
し
た
所
の
醜
認

に
就
て
、
評
論
採
決
し
た
°
或
時
は
牛
日
懸
つ

て
漸
＜
f

立
帥
、
試
節
を
決
定
し
た
甜
も
、
稀
で
は
な
か
つ
た
様
で
あ
る
。
合
合
の
場
所

は
横
洸
山
手
二
百
二
十一

番
プ
ラ
オ

ン
膊
士
住
宅
の
東
南
の

一
室
で
、
室
の
中
央
に
一
脚
の
丸
テ

ー
プ
ル
が
あ
っ
て
、

人
の
麟
認
者
と
、
三
人
の
補
佐
役
と
が
夫
え
加
席
し
て
、
討
諭
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
ー
プ
ル
の
上
に
開
い
て
あ
る
判
物
は
、
プ

ラ
オ
ン
氏
と
グ
リ
イ
ン
氏
の
前
に
は
、
二
三
種
の
希
戦
原
文
の
蛾
害、

文
法
や
官
詰
や
そ
の
他
の
支
那
酬
認
の
架
轡
と
い

ふ
風
で
あ
っ
た
様
に
記
椋
す
る
。
然
し
て
、
プ
ラ
オ
ン
氏
の
柿
佐
が
裔
橋
氏、

ン
氏
の
が
奥
野
氏
、

グ
リ
イ
ン
氏
の
が
松
山
氏
で
、
時
と
し
て
は
脇
分
議
論
に
花
が
喚
い
た
事
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
自
分
は
常
時
プ

ラ
オ
ン
先
生
の
内
に
害
生
を
し
て
居
て
、
屈
々
會
合
の
席
に
出
入
し
た
許
で
な
く
、
未
熟
な
が
ら
、
先
生
の
使
徒
行
他
の
醜
謡
の
手
偲

ひ
を
も
し
た
の
で
、
四
十
餘
年
後
の
今
日
、
骨
3

時
を
追
想
す
れ
ば
、
六
人
が
丸
テ
ー
プ
ル
を
取
囮
ん
で
、
謡
論
を
上
下
し
て
居
る
光
娯

文

琢

研

ク
プし

ヂ
ェ
イ
ム

ズ
王
欽
定
総
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
英

七
〇

（
一
四

0
二
）

ヘ
ボ

『
輻
昔
新
報
』
第

一
〇
八
八
琥
に
戟
つ
て
ゐ
る
井
深
膊
士
の
談
話
は
、
唱
5

時
の

そ
の
周
固
に
三

ヘ
ボ
ン
氏
の
前
に
は
英
繹
の
新
約
註
解
轡
、
日
本
人
の
前
に
は



悲
将
敬
瑚
祁
利
諒
の
朕
史

た
車
は
、
特
に
記
憶
さ
る
可
き
事
柄
で
あ
る
。
煎
士
は
披
後
の
獣
示
録
の
和
認
が
終
り
、

七

字
が
配
し
て
あ
る
。
益
し
松
山
氏
の
言
に
よ
れ
ば
、
，
和
心
新
約
の
文
偲
は
同
氏
及
ぴ
奥
野
氏
の
主
張
に、

表
紙
の
貼
紙
に
明
治
七
年
の
版

腑
み
に
く
い
所
だ
け
、
小
さ
い
艇
字
を
横
に
つ
け
よ
う
と
し
た
と
、

別
所
氏
に
語
ら
れ
た
と
の
こ
、と
で
あ
る
。
現
に
私
の
所
に
あ
る
「
醜

闘
委
員
祉
中
、
米
國
抱
輿
合
祉
疲
行」

の
『
ま
た
い
で
ん
』
（
明
浩
十
一
年
横
沼
上
梓
）
な
ど
は
全
部
平
似
名
で
所

々
箪
語
の
向
つ
て
右
に
談

ま
っ
た
と
の
事
で
あ
る
が
、

日
本
人
柿
佐
役
が
支
那
諜
を
参
考
に
し
た
の
は
言
ふ
迄
も
な

い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
松
山
氏
の
こ
の
言
と
井

な
ほ

此
醜
認
の
委
員
長
で
あ
っ
た
S

•
R
・

ブ
ラ
オ
ン
栂
士
が

、

殆
ん
ど
此
新
約
架
害
和
繹
の
完
成
と
共
に

、

共
地
上
の
一
生
を
終
ら
れ

そ
の
訂
正
に
か
4

ら
ん
と
す
る
所
で
、
明
浩
十

二
年
の
夏
病
を
得
て
米
國
に
帥
り
、
幸
に
和
繹
新
約
全
告
を
手
に
す
る
を
得
た
が
、
共
後
敷
日
で
病
革
り
、

年
、
七
＋
歳
で
此
批
の
生
を
終
ら
れ
た
。

尚
さ
き
に
箪
獨
で
新
約
漉
苦
の
和
繹
に
従
事
し
た
事
を
記
し
た

N
・
ブ
ラ
オ
ン
膊
士
は
醜
鐸
委
員
の
繹
し
た
新
約
堂
苫
か
完
成
す
る
数

ヶ
月
前

（
明
治
十
二
年
）
に
平
仮
名
の
新
約
漉
渾
口
を
完
成
し
て
出
版
し
た
。
但
し
N
。プ
ラ
オ
ン
博
士
は
早
く
も
明
治
六
年
（一

八
七
三
）

ゴ
ー
プ
ル
師
の
漉
書
平
仮
名
和
認
事
業
に
合
流
し、

そ
の
後
新
約
蝦
糊
の
平
仮
名
和
認
は
、
プ
ラ
オ

ン
膊
士
．に
よ
つ
て
描
絞
せ
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
東
京
の

七
十
路
會
所
蔵
本
の
中
に
、
漉
害
の
繹
の
恨
例
と
し
て
認
者
の
名
は
記
さ
れ
て
な
い
が
、

と
さ
れ
て
ゐ
る

『
末
津
太
之
天
無
』
（
馬
太
僻
）
が
あ
り
、
本
の
中
に
は
年
代
が
記
さ
れ
て
ゐ
な

い
が
、

N
。
プ
ラ
オ
ン
膊
士
の
認

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
此
本
で
は
、
平
似
名
本
文
の
向
つ
て
右
脇
に
所
々
ロ

ー
マ
字
が
配
し
て
あ
る
。
ロ

ー
マ
字
は
大
開
振
似
名

的
の
も
の
で
あ
る
が
、
往
k

聖
経
異
本
の
語
句
の
考
證
も
あ
る
°
叉
平
似
名
の
脇
に
漢
字
を
配
し
た
例
も
少
数
な
が
ら
目
に
と
ま
る
。
例

深
氏
の
言
と
は
酎
立
し
得
な
い
も
の
で
は
な
い
。

（
一
四
0
1

――)

一
八
八

0
年
即
ち
明
治
十

ヘ
ボ
ン
煎
士
が
蛉
成
さ
れ
て
定



（
一
四

0
四）

へ
ば
「
だ
い
十
四
し
や
う
」
二
五
節
の

「
し
か
う
」

の
脇
に

「
四
更
」
の
二
字
が
配
さ
れ
、
])
の
場
合
は

「四
更
」
の
下
に
ロ
ー
マ

字
で

然
し
是
は
享
ろ
特
例
で
あ
る
。
な
ほ
同
煎
士
繹
の
馬
可
博
と
雅
各
害
は
明
治
八
年
に
出
版

さ
れ
、
爾
来
同
博
士
の
新
約
聖
害
麟
認
の
事
業
は
辛
78
々
進
み
、
明
治
十
二
年
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

但
し
前
記
七
十
路
會
所
蔵
本
で
、

同
博
士
の
認
と
さ
れ
て
ゐ
る

『
ま
こ
で
ん
』
（
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、

字
は
見
裳
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
な
ほ
所
々
淡
字
が
配
し
て
あ
る
。

然
し
後
で
は
そ
の
痰
字
も
省
か
れ
て
平
仮
名
の
本
文
の
み
と
な
っ
た
。
而

し
て
同
陣
士
の
醜
認
を
助
け
た
の
は
川
勝
鐵
源
氏
で
あ
り
、
そ
の
平
仮
名
新
約
は
明
治
十
九
年
に
プ
ラ
オ

ン
栂
士
が
長
逝
さ
れ
る
時
迄
に

一
回
以
上
改
訂
せ
ら
れ
、

そ
の
死
後
の
改
訂
は
A
.
A
．
ベ
ネ
ッ

ト
氏
の
監
怪
の
下
に
川
勝
氏
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
。
な
ほ
明
治
十
八
年
頃

w
.
J
・
ホ
ワ
イ
ト
及
びS
•

鈴
木
の
雨
氏
に
よ

つ
て

、

N
•
プ
ラ
オ

ン
師
の
平
仮
名
テ
キ
ス
ト

を
、

横
字
交
り
に
書
き
代
へ
ら
れ
た
も
の

が
ア
メ
リ
カ
ン

・バ
プ
テ
ス

ト・

ミ
J

シ
ョ
ン
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
多
く
の
版
を
重
ね
た。

は
東
京
淀
橋
の
前
記
日
本
帥
睾
校
に
在
る
°
且
つ
膊
士
は
之
よ
り
さ
き
、
ビ
ル
マ
と
テ
ィ
ベッ
ト
に
接
し
て

ゐ
る
英
領
印
度
の
ア
サ
ム
人
の

た
め
に
も
、
新
約
搬
書
を
そ
の
民
族
の
言
語
に
認
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
パ
プ

テ
ス

ト
数
會
に
は
な
ほ
共
後
の
婢
曹
の
認
も
あ
る
が
、

そ
れ
に
就
て
は
後
段
の
和
繹
淑
害
改
認
の
項
で
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る。

酬
つ

て
思
ふ
に
、
切
支
丹
猿
制
の
裔
札
は
、
明
治
六
年
迄
撤
殷
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
明
治
七
年
に
新
約
迎
害
の
和
認

が
箔
手
さ
れ
た
の
は
、
高
札
撤
股
と
殆
ん
ど
同
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
高
札
は
取
り
去
ら
れ
て
も
基
瞥
数
は
ま
た
公
然
と
許
可
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
種
々

の
反
感
や
困
難
が
残
っ
て
居
た
°
且
つ
そ
の
外、

醒
繹
委
員
は
日
本
の
國
語
問
題
で
大
困
難
を
し
た
。
日
本
の

國
語
は
今
日
で
も
ま
た
問
題
が
全
く
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
賞
時
は
一
肝
涸
沌
た
る
有
様
で
あ
っ
た
。
従
つ
て
斯
る
内
外
の
困
難

s
a
nji 
y
o
r
i
 y
o
a
k
e
 
m
a
d
e

と
註
し
て
あ
る
。

文

＇ニ坦F

f

し
し

砂

多

第
十
二
輯

N
・プ
ラ
オ
ン
拇
士
の
平
仮
名
新
約
の
初
版

明
治
十
年
の
版
と
さ
れ
て
ゐ
る
）
に
は
平
仮
名
の
脇
に
ロ

ー
マ

七



七

を
排
し
て
、

あ
れ
だ
け
の
立
派
な
醜
忍
が
て
き
た
の
は
、
信
す
る
者
に
は
、
牲
に
大
い
な
る
帥
の
描
迎
で
あ
っ
た
。

新
約
瑚
営
の
和
認
が
ま
だ
進
行
中
で
あ
っ
た
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）

十
月
三
十
日
、

東
京
に
在
住
す
る
新
数
各
派
の
宜
数
師
は
築
地

に
舎
合
し
、
横
洸
の
新
約
痰
啓
醜
母
委
且
と
協
力
し
て
窟
約
迎
叫
い
を
和
謁
す
る
こ
と
を
決
議
し、

共
結
果
ウ
オ
デ
ル

(
H
u
g
h

・w
a
d
d
e
l
l
)

バ
イ
パ
ア

(
J
o
h
n
P
i
p
e
r
)
、
タ
ム
ソ
ン

(
D
a
v
i
d

T
h
o
m
p
s
o
n
)

及
ぴ
カ
ク
ラ
ン

(
G
e
o
r
g
e
C
o
c
h
r
a
n
)

の
四
氏
が
醗
謀
委
貝
に
殿
け
ら

れ
た
。
以
上
の
中
初
め
の

二
人
は
英
國
人、

タ
ム
ソ
ン

は
米
國
人
、
カ

ク
ラ

ン
は
加
奈
人
で
あ
っ
た
。

而
し
て
こ
の
委
且
は
翌
年
創
枇
記

の
最
初
の
三
詣
の
諜
を
出
版
し
た
。
此
創
拙
記
は
タ
ム
ソ
ン
師
が
諜
し
た
も
の
を
、
委
員
一
同
が
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
そ
の
翌

と
直
し
て
あ
る
外
は
同
一
で
あ
る
。
但
し
十

ョ

ナ

"If
イ

マ

ラ

キ

又
明
治
十
一
年
に
は
約
拿
杏
も
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
是
は
パ
イ
バ
ア
師
の
試
認
ら
し
く
、
尚
同
mJi
認
の
約
拿
、
吟
碁
、
馬
拉
基
の
三

明
冶
十
一
年
の
版
で
は
多
少
の
改
訂
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
以
上
引
用
し
た
部
分
で
は
「
水
」
と
「
掩
」
の
振
仮
名
が
す
ゐ
、
お
ほ

年
版
は
十
年
版
よ
り
凡
て
活
字
が
小
さ
く
な
つ
て
ゐ
る
。

基
督
数
痙
害
和
諜

の
脈
史

呻
5

明
り
な
れ
と
い
ひ
し
に
明
り
な
り
き

（
一
阻

0
五）

年
に
は
こ
の
創
泄
記
の
十

二
旱
迄
が
出
版
さ
れ
た
。
次
に
掲
ぐ
る
は
明
治
十
年
版
の
創
拙
記
（
三
章
迄
）
の
胃
頭
の

三
節
で
あ
る
|
ー

か

に

ち

じ

に

（
ら

わ

だ

を

も

て

う

へ

あ

り

れ

い

す

い
め

ん

う

へ

を

は

ゐ

空
し

ふ

仁

ー

掩

一
は

じ

め

二

さ

元
始
に
紳
天
と
地
を
創
造
れ
り
然
て
地
は

形

な

く

か

り

き

闇
き
は
淵
の
面
の
上

じ

し

が
帥
の
銀
水
面
の
上

r
ひ
居
た
り

ハ
、
怒
繹
全
渾
口
の
共
同
闊
認

太
佃
の
註
解
が

「
米
國
逍
側
数
使
事
務
局
」
か
ら
焚
行
さ
れ
、

「
大
日
本
帥
戸
上
梓
」
と
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。

h

口

．ゾ

ル

ス

居
ら
れ
る

の
に
次
の
や
う
な
の
が
あ
る
。
即
ち
明
治
八
年
に
は
米
國
痴
魯
日
叶
斯
の
略
解
新
約
迎
害
馬
太
か
出
て
居
り
、
十
――
年
に
は
馬

な
ほ
純
粋
な
迎
帯
の
認
で
は
な
い
が
、
註
解
の
古
い
例
と
し
て
別
所
樅
之
助
氏
（
終
の
参
考
文
献
目
録
を
参
照
さ
れ
た

い）

の
維
け
て



治
十
冗
年
に
至
り
、

以
上
三
人
の
中
ヘ
ボ
ン
縛
士
の
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

数
の
標
準
テ
キ
ス
ト
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

前
記
恋
約
咽
認
の
地
方
委
員
か
ら
、

居
た
ら
し
い
。
荒
し
是
よ
り
さ
き
、
明
治
十
一
年
冗
月
基
将
敬
新
数
の
立
数
師
が
東
京
に
合
合
し
て
、
新
た
に
笥
約
架
：
11

麟
認
の
計
砥叫を

立
て
た
結
果
、

管
委
員
は
そ
れ
迄
の
仕
事
の
粘
果
を
新
會
合
に
よ

つ
て
定
め
ら
れ
た
常
任
委
員

(
T
h
e
P
e
r
m
a
n
e
n
t
 
C
o
m
m
i
t
te
e.
 on
 t
h
e
 

T
r
a
n
slati
o
n
,
 R
e
v
i
s
io
n
,
 P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
 a
n
d
 P
r
e
s
e
rvati
o
n
 o
f
 t
h
e
 T
e
x
t
 o
f
 t
h
e
 
H
o
ly
 S
c
r
i
p
t

u
r

e
s
)即
呼4ッ
T
J
•
C
・

ヘ
ボ
ン

、

S

•
R

プ
ラ
オ
ン
、

R
.s
・
マ
ク
レ
イ
、
D
.
C
・
グ
リ
ー

ン
（
以
上
米
固
人
）
及
ぴ
ヂ
m

ン
・。ハ
イ
パ
ア
（
英
國
人
）

の
諧
氏
に
談
り
渡
し
て
解
散

し
た
。
習
約
婢
瞥
醜
認
の
新
計
砥恥
で
は
共
完
成
を
述
か
に
す
る
た
め
函
館
、
東
京
、
横
泊
、
新
潟
、
帥
戸
、
大
阪
、
京
都
、
長
崎
の
各
地

に
居
る
宜
数
師
を
地
方
委
員
と
し
て
、
恋
約
姻
諏
口
の
酬
繹
を
分
賂
せ
し
め
、
共
原
稲
を
中
央
に
送
附
す
る
こ
と
4

し
た
。
而
し
て
そ
の
間

常
任
委
員
は
、
既
に
出
来
た
日
本
文
新
約
の
後
の
方
の
部
分
（
明
治
十
二
、
三
年
出
版
の
部
分
）
を
訂
正
し
、
共
後
日
本
文
新
約
全
個
を

も
奥
野
昌
網
氏
の
助
け
に
よ

つ
て
多
少
訂
正
し
た
。
さ
う
し
て
是
が
、改
認
の
で
き
る
迄
、
日
本
文
新
約
輩
書
の
、
少
な
く
と
も
基
抒
数
新

加

へ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
が
な
い
で
は
な
か

っ
た
が
、
概
し
て
地
方
委
員
制
度
は
應
す
る
も
の
が
小
数
で
あ
っ
た
4

め
に
成
功
せ
す
。
明

那
響
記
官
時
代
、

フ
ル
ベ

ッ
キ

(
G
.F• 

V
e
r
b
e
c
k
)
、

事
業
の
完
成
を
計
る
こ
と
4

な
っ
た
。

ら
は
さ
れ
、
我
が
政
府
か
ら
も
軍
用
さ
れ
猫
末
明
初
の
日
本
學
術
上
に
多
大
の
貢
献
を
し
た

V
e
r
b
e
c
k

師
は
オ

ラ
ン
ダ
人
で
、
ダ
ッ
チ
リ

フ
！
ー
ム
ド
派
の
宜
敬
師
と
し
て
日
本
へ
来
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
来
朝
の
動
機
と
な

っ
た
の
は
前
記
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
師
が
香
池
英
國
政
厖
支

一
八
四
九
、

フ
ァ
イ
ソ
ン
(
P
•K
.
 F
y
s
o
n
)
 

五
0
年
（
嘉
永
二
、
三
）
に
か
け
て
欧
洲
諸
國
胚
訪
中
、
和
面
で
な
し
た
東
洋
宜
数
の
演
説
を
聴
い
た
こ

書
は
、
次
に
記
す
常
任
委
員
の
手
を
姫
て
明
治
十
四
年
（
一
八
八

文

辱9

研

究

第
十
二
輯

）
』に
出
版
さ
れ
た
°゚

ハ
イ
パ
ア
師
以
外
に
も
多
少
の
認
稲
が
で
き
て

招
任
の
認
の
原
稿
を
中
央
に
送
り
、
そ
れ
に
訂
正
を

及
び
ヘ
ボ
ン
三
氏
を
醜
認
兼
訂
正
委
員
と
し
て

我
が
國
で
フ
ル
ベ

ノ
キ
さ
ん
と
呼
ぴ
な

七
四

(
-Pll
0
六
）



枯
抒
数
迎
祁
利
諜
の

脈
史

-!:: 
五．

（
一
凹

0
七）

と
で
あ

っ
た
と
い

ふ
0

フ
7

イ
ソ
ン
師
は
英
國
敬
命
り
の
人
で
、
後
同
派
の
数
會
の
北
海
道
の
監
枠
に
な
っ
た
。

吉
、
植
村
正
久
、
井
深
梶
之
肋
の
三
氏
が
日
本
人
側
か
ら
の
醒
認
委
員
と
し
て
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
4

な
り
、
松
山
氏
の
言
に
よ
れ
ば

柿
村
氏
は
以
膝
饗
の
認
に
、
松
山
氏
自
身
は
詩
篇
の
緑
に
、
特
に
幽
係
が
深
い
と
の
事
で
あ
る
。
な
ほ
訂
正
の
仕
事
の
方
で
も
日
本
人
の

助
け
を
要
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
は
松
山
高
吉、

高
梱
五
郎
の
雨
氏
が
嘩
J

た
ら
れ
た
事
を

ヘ
ボ
ン
博
士
が
逃
べ
ら
れ
て
ゐ
る
°
斯
く
て

恋
約
批
害
の
日
本
断
認
は
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）

を
以
て
終
り
、
翌
年
公
認
和
鐸
蛾
書

（
是
に
含
め
ら
れ
た
新
約
の
テ
キ
ス
ト
は
明

但
し
啓
約
迎
轡
和
認
の
夜
用
は
英
國
蝦
轡
協
會
と
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
迎
営
協
會
及
ぴ
米

日
本
鐸
臨
害
が
一
通
り
出
来
上
る
迄
の
中
織
を
な
し
た
も
の
は
、
淡
粋
に
訓
黙
を
施
し
た
所
即
訓
咄
那
需
で
あ
る
が
、
日
本
語
繹
競
書

前
記
の
如
く
に
し
て
、
和
繹
姻
害
は
完
成
し
た
。

而
し
て
共
結
果
は
、
文
儒
に
お
い
て
も
一
種
獨
特
の
風
格
を
備
へ
た
立
派
な
も
の
で

あ
っ
た
事
は
絃
に
記
す
迄
も
な
く
既
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
°
然
し
生
き
た
國
語
は
投
化
し
成
長
す
る
°
殊
に
破
害
の
和
繹
が
完

成
し
て
以
来
、
日
本
語
の
愛
化
焚
展
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
和
認
婢
諏
ぃ
完
成
後
、
時
日
を
経
る
に
従
つ
て
改
認
の
必
要
を
生

じ
た
こ
と
は
以
上
の
意
味
に
お
い
て
も
賞
然
で
あ
っ
た
が
、
競
輿
改
謁
必
要
の
原
因
は
な
ほ
他
に
も
あ
っ
た
。
即
ち
泄
界
に
お
け
る
漉
書

研
究
の
長
足
の
進
歩
は
、
そ
の
結
果
を
取
り
入
れ
た
改
認
の
出
現
を
促
」
た
の
で
あ
る
。
米
闊
に
お
い
て
存
約
細
街
の
原
語
希
伯
来
語
を

四

、

和

繹

幽

書

の

改

認

が
で
き
る
に
及
ん
で
漉
聾
會
祉
は
訓
貼
聖
杏
の
出
版
を
や
め
た
。

國
幽
轡
協
會
と
が
負
賂
し
た
の
で
あ
っ
た
。

治
十
七
年
版
の
も
の
で
あ
る
）
が
出
版
さ
れ
た
。

明
治
十
七
年
に
は
松
山
高



（
一
阻

0
八

）

研
究
し
た
凌
川
榮
次
氏
か

『
六
合
雑
誌
』
に
一
文
を
寄
せ
て
、
「
和
認
坪
曹
訂
iE
の
必
袈
」
を
叫
ん
だ
の
は
明
治
一、一
十
五
年
で
あ
っ
た
が
、

堂
如
り改
認
の
事
業
も
、
初
め
の
和
繹
の
場
合
と
同
じ
く
、
各
派
共
同
で
企
凶
さ
れ
る
前
に
、
先
づ
個
人
的
叉
は
私
的
の
試
み
か
ら
始
め
ら

れ
、
さ
う
し
て
か
4

る
試
み
は
合
同
事
業
と
し
て

の
改
繹
が
浩
手
さ
れ
た
後
も
止
む
こ
と
な
く
、
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。

明
沿
三
十
七
年
の
頃
内
村
鑑
三、

柏
村
正
久
、
小
崎
弘
道
、
柏
井
園
の
四
氏
が
相
謀
つ
て、

塊
害
の
改
認
を
企
て
、
其
結
果
柏
井
氏
は

約
翰
他
の
認
を
起
稲
し
た
り
し
が
、
や
が
て
こ
の
計
搬
は
中
止
さ
れ
た
。
又
宮
崎
八
百
吉
氏
に
は
羅
馬
害
の
認
が
あ
る
。
然
し
個
人
的
企

岡
と
し
て
の
把
轡
改
評
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
現
在
の
青
山
學
院
紳
駆
部
敬
授
左
近
殺
弼
氏
の
事
業
で
あ
る
。
同
数
授
の
改
認

は
迎
咎
の
原
語
そ
の
も
の
4

詳
細
な
る
研
究
に
基
い
て
居
る
黙
、
並
に
同
数
授
が
迎
碧
改
認
を
以
て
掘
生
uJ
事
業
と
せ
ら
れ
て
居
る
勘
等

に
お
い
て
、
特
殊
の
意
義
と
債
値
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
数
授
は
そ
の
都
書
改
認
の
経
緯
を
知
り
た
い
と

い
ふ
私
の
希
望
に
應
し

昭
和
五
年
九
月
自
ら
其
経
過
及
ぴ
狩
来
の
橡
想
を
記
し
て
私
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
は
左
近
氏
は
明
治

二
十
年
南
米
プ

ラ
ジ
ル
移
民
を
望
ん
で
渡
米
さ
れ
た
が
、
事
成
ら
す
、
共
後
な
ほ
曲
折
を
経
て、

蜜
杏
の
邦
語
諒
に
志
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

以
上
の
次
第
で

「
失
望
の
際
、
英
認
党
書
を
蔽
み
（
明
治
二
十
一
、
二
年
ニ

ウ
ョ
ル
ク
に
て
）
基
督
数
を
信
す
る
と
向
時
に
、

装
書

の
邦
襲
砕
を
志
し、

自
活
し
な
が
ら
蜜
密
の
新
窟
剛
約
の
豚
語
を
誤
ぴ
、
明
治
三
十
九
年
―
ー
ウ
ョ
ル
ク
よ
り
羅
馬
街
の
醜
認
を
送
つ
て

内
村
氏
の
聖
掌
い
の
研
究
誌
に
掲
け
た
の
が
、
日
本
に
て
蝦
輿
改
認
の
蜂
火
と
な
り
、
明
治
四
十
年
の
秋、

蹄
岡
、
同
四
十
年

『
マ
タ
イ

の
佃
へ
し
輻
音
杓
』
を
栂
文
館
よ
り
出
し
、
同
四
十
二
年

『
詩
篇
』
を
出
し
、

そ
の
出
版
投
百
皿
の
借
金
返
却
に
六
年
間
苦
し
み
、
明

が
、
以
下
同
数
授
の
手
記
を
そ

の
ま
4
誤
り
な
き
甜
宜
を
仰
へ
た
い
と
恩
ふ
。

文

p~ r-

イ
、
私
的
及
び
個
人
的
事
業
と
し
て
の
蝦
啓
の
改
認

研

究

t
 

i
 

f
9
1
 

”A
1
ニ
ji

七
ブ<



基
抒
数
迎
杏
和
諜
の
脈
史

七
七

綾
拝
用
の

『
創
祉
記
』
を
出
し
、
大
正
三
年
知
人
よ
り
千
闘
も
ら
ひ
て

『
耶
蘇
僻
』
（
四
輻

音
内
）
を
出
し
、
大
正
八
年
、
自
役
に
て

『
耶
癖
数
の
初
代
』
（使
徒
行
侮
）
を
出
し
て
、
今
は
無

一
文
。

右
の
年
間
に
時
々
雑
誌
（
宗
数
）
等
に
。
ハ
ウ
ル
の
轡
翰
を
二
三
公
に
し
た
。

し
か
し
是
ま
で
の
出
版
は
、
い
づ
れ
も
試
繹
に
す
き
ぬ
。

今
後
蝦
拘
六
十
六
巻
全
部
の
醜
認
は
、
絃
に
未
定
稿
の
も
の

（ダ

ニ
エ
ル

皿
JI

七
章
）
に
て
見
ら
る
4

ご
と
く
、
逐
語
認
を
上
段
に
邦
語
繹
を
下
段
に
し
て
、
研
究
者
の
便
を
計
り
お
く
。
た
ゞ

。ハ

ウ
ロ

の
害
翰
は
候

文
に
す
る
つ
も
り。

昨
今
は
ダ

ニ
エ
ル
杏
と
獣
示
録
と
の
酬
認
が
終
つ
た
の
で、

逐
語
繹
と
邦
語
繹
と
を
並
べ
る
為
に
訂
正
も
し
、

洞

害
も
し
て
る
0

そ
れ
の
終
り
次
第
、
昭
和
八
年
か
九
年
頃
ま
で
に
と
て
、

ダ

ニエ

ル
轡
と
獣
示
録
と
の
註
稗
を
諏
rl

き
か
け
て
を
る
。

こ

の
ダ

ニ
エ
ル
叩
獣
示
録
の
註
繹
さ

へ
涜
め
ば
、
専
心
幽
将
の
醜
繹
に
従
事
す
る
。

こ
の
グ

ニ
エ
ル
害
と
獣
示
録
と
を
の
ぞ
き
、
他
の
六

十
四
巻
の
認
全
部
を
是
非
十
五
年
か

二
十
年
で
、
仕
上
け
た

い
も
の
と
祈
つ
て
居
る
0

・右
の
註
繹
に
し
て
も
、
改
認
に
し
て
も
、
金
の

な
き
た
め
、
出
版
の
見
込
み
な
し
。
」

左
近
敬
授
の
改
認
は
前
に
記
し
た
通
り
、
漉
密
の
原
語
の
研
究
に
基
づ
き
、且
つ
同
数
授
の
信
頼
さ
る
4

歴
史
的
研
究
の
結
果
に
腺
ら
れ

た
も
の
で、

敗
響
の
精
緻
な
る
研
究
に
志
す
も
の
に
と

つ
て
は
、
非
常
に
興
味
深
く
、
有
盆
な
も
の
で
あ
る
。
今
そ
の

一
例
と
し
て
、

詩

篇
第
十
九
節
の
前
半
の
閥
を
次
に
褐
け
よ
う
。
葱
し
詩
篇
中
に
は

「
詩
閲
も

。
時
代
も

・
詩
人
も

違

へ
る
二
以
上
の
詩
が

為
に
諸
の
詩
集
絹
簗
者
の
手
で
混
成
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
」
（
左
近
数
授

『
詩
篇
』
緒
言

一
六
頁
）
が
、
此
一
篇
は
そ
の

一
例
で
あ
っ

て、

後
半
は
前
半
と
は
ち
が
っ
た
部
に
恥
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
次
に
記
す
こ
の
詩
篇
第
十
九
篇
の
前
半
は
、

認
語
に
於
て

は
、
言
ふ
迄

も
な
く、

俊
れ
た
在
来
の
和
諜
を
参
照
さ
れ
つ
4

、
し
か
も
原
語
に
即
せ
ん
と
し
た
数
授
の
酬
繹
振
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

殆
四
十
四
年
、

高
田
集
蔵
氏
よ
り
百
皿
も
ら
ひ
て
、

（
一
四

0
九）



文

て

10
天
は

4
1

は
ぞ
ら

大
空
は

夜!i践
にに

虹
知
の
如
く

の
ぼ

そ
の
昇
る
や

め
ぐ

そ
の
巡
る
や

も
の物
と
し
て

L
・
尺
r

研

町天；彼t彼:;夜tj殻
は署~t 築炉等らはは
は の 。）

新5 言；腟ぇ
郎g日:,I炉 は
の の
訳 葛ほ
くし

え
い
(
h
・[9

エ
ル

の
榮
光
を

て

わ
ざ

そ
の
手
の
業
を

こ
と
ば
言
を

ち
し
き

知
識
を

ぜ
ん
ち
全
地
に

せ

か
い

は
て

拙
界
の
極
に

4
r‘
 黙
れ
た
る
は

い
た

ヽ
り
．
 

至

っ
た側

へ
、

授
く
。

わ
た互
り
、

そ

こ

d
.9

共
虚
に

設

け
ら
れ
、

お
は

3

い

そ
の
裂
よ
り

出
で
、

ェ0
ろ
こ

喜
ぴ
て

て
ん

は

て

天
の
極
よ
り
し
、

て
ん

は

し

天
の
端
に

3
 

そ
の
日
よ
り 究

ヵ
A
6
及
ぶ。

み
ち

そ
の
道
を

は
し走
る
。

な
ほ
左
近
敬
授
の
今
後
の
認
は
、
前
に
引
用
し
た
手
記
に
も
共
計
粛
を
記
さ
れ
、
私
に
示
さ
れ
た
グ

ニ
エ
ル
継
の
試
謡
で
も
わ
か
る
通

り
、
原
語
の
忠
行
な
逐
賠
認
を
上
段
に
、
邦
語
謁
を
下
段
に
記
さ
れ
た
も
の
で、

拘
碧
の
理
解
を
助
く
る
上
に
お

い
て
、
囲
に
意
味
深
き

も
の
で
あ
る
。
私
は
斯
る
有
意
義
な
る
事
業
に
鉗
し
、
理
解
あ
る
後
援
者
の
出
で
ん
事
を
衷
心
か
ら
祈
る
も
の
で
あ
る
。

ハゞ
プ
テ
ス

ト
脅
ぶ
り
の
和
鐸
新
約
迎
諏
口
の
こ
と
は
後
で
記
す
。

告
ぐ。

か
た熙
り
、

-

t
 

ー

ニ
i

↑'-'
 
^
A
-
i
i
 に照

ー
）
。
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七
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甚
抒
欲
幽
書
利
牒
の
脈
史

-(:; 

九

で
あ

っ
た
こ
と
は
、
既
に
こ

の
時
か
ら
将
来
に
お
け
る
合

言
文
一
致
閤
で
は
、

尚
こ
の
外
に
も
原
語
の
知
識
に
基
づ
い
た
新
約
漉
饗
全
部
叉
は

一
部
分
の
個
人
的
改
認
の
注
目
す
可
き
も
の
が
あ
る
が
、
出
版
の
年
代

が
比
校
的
遅
い
の
で
次
の
項
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
瑚
書
の
せ
め
て

一
部
分
を
標
準
繹
よ
り
も
も
つ
と
平
易
な
日
本
語
に
書
き
か

へ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
内
外
人
に
よ
つ
て
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
明
治
十
四
年
英
國
堂
害
會
社
横
洸
印
行
の

『
馬
可
侮
』
に
、

表
紙
の
題
名
を
記
し
た

一
薬
に
別
活
字
で

「
俗
話
」
（「
俗
語
」
と
な
つ
て
ゐ
る
版
も
あ
る
由
し

と
あ
り
、
こ
れ
は

「
紳
の
子
イ
エ

ス
キ

リ

ス
ト

の
輻
音
の
始
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
い

ふ
文
個
の
繹
が
あ
る

と

の
こ

と
で
あ
る
。

J
•
L

・
ア

マ
マ

ン

(A
m
e
r
m
a
n

)
氏
が
石
本
氏
の
助

け
を
得
て
成
就
し
た
平
易
な
日
本
語
の
馬
可
側
は
明
治
廿

一
年
(
-
八
八
八
）
に
初
版
を
出
し
、

共
後
数
版
を
重
ね
て
居
り
、
明
治
廿
九
年

の

S
u
s
a
n

B
a
ll
a
r
d

と
い

ふ
姉
人
の
創
批
記
の
抜
率
も
平
易
な
繹
で
あ
る
。

づ
そ
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
明
治
一二
十
四
年

(
-
九

0
l

)

に
は
ブ

レ
イ

ス
ウ
ェ
イ
ト
師

(
G
.
B
r
 ,
 
a
ith
w
a
ite)

の
馬
太
侮

（
初
め
の

四
章
）
の
言
文

一
致
繹
が
、
横
餡
罰
昔
印
刷
所
か
ら
出
て
居
る
。

ロ、

各
派
合
同
事
業
と
し
て
輩
書
の
改
認

明
治
四
年
の
ゴ
ー
プ
ル
師
の
繹
が
先

以
上
は
個
人
或
は
少
敷
の
個
人
圃
偲
に
よ

つ
て
企
て
ら
れ
た
部
害
改
繹
の
胚
史
を
明
治
三
十
年
代
迄
辿
つ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
四
十

年
代
の
初
め
に
基
督
数
新
数
各
派
合
同
事
業
と
し
て
の
改
認
が
焙
手
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
菟
し
本
稿
中
、
歯
約
全
古
の
共
同
醜
認
の
項
に

記
し
た
如
く
明
治
十

一
年
五
月
に
定
め
ら
れ
た
常
任
委
員
の
名
稲
が

T
h
e
P
e
r
m
a
n
e
n
t
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
o
n
 th
e
 T
r
a
n
sla
tio
n
,
 R
e
v
is
io
n
,
 

P
u
b
li
c
a
tio
n
 a
n
d
 P
r
es
e
r
v
a
ti
o
n
 
o
f
 
te
h
 
T
e
x
t
 o
f
 
t
h
e
 H
o
ly
 S
ci ,
 
i
p
t
u
r
 ,
 
e
s
 

同
改
認
の
必
要
を
豫
想
し
て
ゐ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
各
ミ
ッシ

ョン

か
ら
一
名
づ
4
緞
け
ら
れ
る
委
員
が
ア
メ
リ
カ
漉
魯
協
會

及
ぴ
英
國
辿
害
協
會
の
代
表
者
と
共
に
、
搬
派
笏
醜
鐸
、
改
鐸
、
出
版
、
保
存
に
裳
る
や
う
に
な

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
共
後
函
に
述

（
一
四

―
―
)



然
し
、ダ

ン
ロ

ップ

氏
は
北
陸
佃
逍

そ
の

べ
た
や
う
な
次
第
で
幽
書
改
認
の
必
要
が
次
第
に
迫
つ
て
来
た
の
で
、
明
治
三
十
九
年
七
月
に

は
新
約
湖
害
改
認
の
こ
と
が
議
さ
れ
、
四

十
一
二
年
に
は
改
繹
に
つ
い
て

の
規
則
も
制
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
各
祇
合
同
で
の
新
約
梨
杏
の
改
謁
は
か
く
し
て
愈
え
盾
手
ざ
れ

ろ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
そ
の
日
本
人
側
改
繹
委
員
の

一
人
と

な

ら

れ

た

別
所
梅
之
助
氏
が
日
本
メ
ソ
ヂ
ス

ト
敬
合
の
機
脳
雑
誌

『
敬
界
時
報
』
の
大
正
十
一
年
八
月
四
日
唆
行
の
哉
か
ら
九
月
十
五
日
哉
に
亘
つ
て
寄
せ
ら
れ
た

「
新
約
叫
l
oj
醜
認
に
つ
い
て
」

の
主
要
部

を
成
し
て
ゐ
る
。
私
は
今
そ
れ
に
よ

つ
て
そ
の
改
鐸
事
業
進
行
の
あ
ら
ま
し
を
仰
へ
る
こ
と
A

す
る
。

こ
の
塊
曹
改
認
委
員
會
の
第
一
回
の
合
合
は
、
明
治
四
十
三
年
三
月
十
二
日
、
軸
田
美
土
代
町
の
基
秤
敬
青
年
會
館
内
で
開
か
れ
た
。

こ

の
委
員
の
定
員
は
外
人宜
敬
師
四
名

、

日

本
人
四
名
、
外
人
側
は
D
.
c

。
グ
リ

ー

ン
縛
士
（
組
合
派
）
、H
•
J
・
フ
オ

ス
妬
歳n
（
監督

派
）
、
C

．S
・デ
ー
ヴ
ィ
ソ
ン
氏
（
メ
ソ

ヂ
ス

ト
祇
）
、
及
び
グ
ン

ロ
ップ

氏
（
長
老
派
）
で
あ
っ
た
が
、

る
た
委
員
は
松
山
高
吉
氏
（
監
瞥
派
）
と
別
所
栂
之
助
氏
（
メ
ソ
ヂ
ス

ト
派
）

の
二
人
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
同
日
大
阪
の
牧
師
川
深
寓

喬
得
氏
と
京
都
の
数
授
藤
井
寅
一
氏
が
委
員
に
欅
け
ら
れ
た
。
越
え

て
四
月
十
三
日
の
朝
、
委
員
は
臨
南
坂
の
組
合
数
命
り
の
牧
師
館
、
小

崎
弘
逍
師
の
壽
齋
を
借
り
て
合
合
し
た
が
、
藤
井
氏
は
こ
の
日
早
や
出
席
せ
ら
れ
た
。
こ
の
日
委
員
は

マ
コ

悔
第
一
罪
の
初
め
の
四
節
を

繹
し
た
。
先
づ
マ

コ
偲
の
認
に
取
り
か
4

つ
た
の
は
、
別
所
氏
が

一
委
員
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
恐
ら
く
別
所
氏
自
身
の
提
案
が
採
川
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
文
個
は
経
瞼
に
富
む
松
山
翁
の
意
見
に
委
員
が
大
閤
狩
同
し
て
方
針
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ほ
原
本

は
定
本
と
す
べ
き
ネ
ッ
ス
ル
膊
士
の
校
訂
本
が
未
浩
の
た
め
、
初
め
暫
く
は
ウ
ェ
ス
ト
コ
ッ
ト

、

後
委
員
逹
個
人
の
家
々
を
め
ぐ
つ
て
命
9

合
を
結
け
て
ゐ
た
が
、
五
月
に
入

っ
て
青
山
學
院
帥
躾
部
の

一
室
を
會
場
と
し
て
借
り
る
こ
と
A

な
り
、
川
添
氏
も
共
中
に
上
京
さ
れ
、
六
月
十
四
日
か
ら
委
凪
の
綿
會
を
開
き
得
る
や
う
に
な
っ
た
。

文

葬し

rr

vし

砂

2ノ

,
f
 

I
-Iii 
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-
ぃり

一
ー・

日
本
人
側
で
呼2
日
迄
に
決
定
し
て

ホ
ー
ト
に
拙
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。

八
〇
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基
督
数
碑
杏
和
課
の
脈
史

第
三
條

A 

フ
オ
ス
、
松
山
の
二
氏
は
ヨ

デ
ー
ヴ
4

ソ
ン
氏
も
凡
そ
一
年
の
豫
定
で
蹄
國
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
、〈
プ
テ
ス

ト
派

本
委
員
會
は
、
大
英
國
及
び
外
國
漉
害
會
社
の
痰
行
せ
る
ネ
ッ
ス
ル
栂
士
校
訂
の
本

現
行
和
認
袈
書
を
改
認
す
る
に
常
り
、

文
に
従
ふ
べ
き
も
の
と
す
。
尤
も
特
殊
の
章
句
に

つ
き
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
に
通
す
る
委
員
一1
一分
の
二
以
上
の
同
意
に
よ
り
、
改
正
，

本
委
員
會
は
、
ま
た
改
正
英
繹
の
と
り
た
る
解
繹
に
従
ふ
べ
き
も
の
と
す
。
最
近
の
駆
匠
の
示
す
所
に
基
き
、
三
分
の

二
以

な
ほ
文
膀
を
む
づ
か
し
か
ら
ぬ
時
文
閤
と
す
る
こ
と
共
他
あ
ら
か
た
の
方
針
も
定
ま
っ
た
の
で
、
秋
か
ら
は
フ
オ
ス

、

松
山
の
附
先
賄

マコ

僻
揺
音
帯
の
初
稿
が
書
き
上
け
ら
れ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
一
月
廿
五
日
で
あ
っ
た
が
、
共
後
訂
正
を
継
て
六
月
の
末
に
之
を
出

版
し、

識
者
の
意
見
を
問
う
た
。
出
版
さ
れ
た
の
は
三
千
部
で
、
故
本
多
庸
一
、

屋
野
光
多
二
氏
の
序
の
外、

委
員
長
グ
リ
ー

ン
膊
士
の

序
が
あ
っ
た
。
．
現
行
改
認
幽
杏
の
中
の
コ
マ
側
は
こ
の
時
出
版
さ
れ
た
認
文
に
な
ほ
訂
正
を
加

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
之
よ
り
先
一
月

下
旬
の
総
會
で
ハ

リ
ン
ト

ン、

川
添
、
別
所
の
三
氏
は
マ
タ
イ
僻
、
グ
リ
ー

ン
、
藤
井
の
二
氏
は
ル
カ
僻
、

ハ
ネ
仰
と、

そ
れ
人
＼
分
姫
し
て
原
案
を
作
り
、
稿
成
る
に
従
っ
て
全
委
員
で
調
査
し
、
訂
正
す
る
事
と
な
っ
た
。

こ
の
案
の
進
行
中、

藤
井
氏
は
グ
リ
ー

ン
膊
士
と
共
に
始
任
の
ル
カ
他
の
稲
が
成
り
、
全
委
員
で
訂
正
中
、
大
正
元
年
―r1
月
委
員
を
僻
し
て
郷
里
熊
本
に
蹄
ら

（
一
囮
―
=
-
i
)

は
紳
戸
、
そ
の
他
の
諸
氏
は
東
京
と
、
大
閤
分
れ
て
仕
事
を
進
め
た
。

上
の
投
票
あ
る
に
あ
ら
す
ば
、
異
な
る
解
繹
を
採
る
べ
か
ら
す
。

第
四
條
英
認
の
採
り
た
る
本
文
を
以
て
、
之
に
代
ふ
る
事
を
得
。

右
綿
會
の
際
配
布
せ
ら
れ
た
規
定
に
は
、
次
の
條
項
も
あ
っ
た
。

の
C
•

K
•

ハ
リ
ン
ト

ン
煎
士
の
援
助
を
頼
み

、

後
膊
士
を
正
員
と
し

た
。

が
手
離
さ
れ
な
く
て
委
員
を
附
せ
ら
れ
、



ー・
▼

改

認

ち

お

こ

な
行
は

み
こ
~
ろ
て
ん

こ
と
を°

御
意
の
天
の
ご
と
く
、
他
こ
も

て
ん

わ
れ
ち

~
ね

が
は

み
な
み

が
こ
と

み

く
に

m

た

天

に

い

ま

す

我

ら

の

父

よ

、

願

く

は

、

御

名

の

崇

め

ら

れ

ん

事

を

。

御

國

の

来

ら

ん

士

し

繹
を
封
照
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

る
さ
）
と
に
な

っ
た
。
叉
翌
大
正
二
年
九
月
に
は
委
且
長
グ
リ
ー
ン
郎
士
が
長
逝
さ
れ
、

員
舎
に
列
せ
ら
れ
た
。

別
所
氏
の
記
さ
る
4

所
に
よ
れ
ば
、
現
行
狸
帯
を
原
案
と
し
て
、
ネ
ッ
ス
ル
本
に
照
し
て
訂
正
す
る
と
い
ふ
初
め

の
計
院
も
、
蒋
手
し
て
見
れ
ば
そ
の
ま
4

に
は
出
来
難
く
、
類
語
の
岡
別
、
地
名
人
名
の
内
き
方
等
に
も
稲
々
の
苦
心
が
あ
っ
た
や
う
で

あ
る
。
斯
く
て
大
正
六
年
二
月
廿
四
日
改
闘
委
員
は
新
約
競
諏
ハ
改
認
の
箪
を
掴
き
、
改
繹
新
約
捉
沓
は
同
じ
年
の

十
月
に
公
に
せ
ら
れ

た
。
前
の
鐸
が
完
成
し
て
後
、
宜
に
一
一
丁
七
年
で
あ
っ
た
。

但
し
こ
の
改
認
の
役
用
は
、

祉
が
負
招
し
た
の
で
あ
る
。

ぅ
°
私
は
新
な
る
人
の
起
た
ん
を
ま
つ
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
大
正

六
年
の
改
認
が
種
々
の
長
所
を
有
し
て
ゐ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
く

是
が
今
や
日
本
全
醐
の
基
督
数
新
数
の
数
會
で
在
来
の
繹
に
代
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
理
の
常
然
で
あ
る
。
試
み
に
「
主
の
祈
」

の
新
窟
測

極:用ず
l船 の天；
しだ 粒特に
給；を組
ヘ今けま
國i日ふ、す
と も 我t
梢ば．典？ 倍ら
とら fこへ の
榮i.ま 父:在
はえへよ
窮さ我t願点来
り倍らく IJ:
なにはの
く負iJiiPiみ
爾~fiや名に 認
の；；ぁ ・を
有ある 愈含
な者お崇ウ
れをさ
ば我tせ
な ｛酎給；
りがヘ
ゆ爾み

る國I~
すを
如予臨；
くら
我tせ
仰給；
のヘ
負e1llliさ
1炉 旨；
をの
も天i
免忠に
し成E
給:ご
へと
我;:< 
｛酎 地ち
を しこ
試: も
探2成E
に せ
遇i給:
せ ヘ
・す 我t
縣？俯ら
よ の
り日t

別
所
氏
は

「
哲
約
害
改
正
の
嬰
あ
る
の
み
か
、

翌
三
年
の

一
月
か
ら
は
ラ
ー
ネ
¢
膊
士
が
委

文

易

研

究

第
十
二
輯

ア
メ
ン

時
勢
は
大
正
六
年
の
新
約
告
を
も
、

何
年
か
の
後
に
は
更
に
改
正
せ
し
む
る
で
あ
ら

日
本
國
内
に
代
表
さ
る

4-――
つ
の
外
國
搬
魯
會

八

（
一
阻

一
囮

）



基
抒
数
幽
啓
利
腺
の

脈
史

ハ
、
そ

の

後

の

個

人

謁

の
追
加
で
あ
る
と
い

ふ
結
論
に
拙
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

八

以
上
の
二
つ
の
繹
を
比
較
し
て
誰
し
も
先
づ
氣
づ
く
黙
は
、
改
繹
の
方
で
は
淡
字
が
か
な
り
少
な
く
な
つ
て
ゐ
る

こ
と
で
あ
ら
う
。
な

ほ
改
認
の
方
は
原
語
の
措
尉
に
一

肝
近
く
、
テ
ン

ス
に
至
る
迄
原
文
の
ま
A

を
表
は
さ
う
と
し
て
居
る
こ
と
も
見
え
る
。

又
在
来
認
に
あ

る
最
後
の
句
が
、
改
認
で
は
省
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
注
意
を
惹
く
で
あ
ら
う
が
、
此
幽
は
改
認
狸
害
が
初
め
て
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
く
、

ロ
ー
マ
派
の
加
持
力
数
會
で
は
古
く
か
ら
こ

の
句
の
な
い
碑
杏
の
本
文
を
使
用
し
来
つ
た
事
は
、
初
め
に
引
用
し
た
『
ド
チ
リ
イ
ナ
・
キ
リ

シ
タ
ン

』
中
に
含
ま
る
4

「
主
の
祈
」
の
繹
文
に
微
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
改
認
委
員
が
是
を
省
い
た
の
は
、
惟
ふ
に
新
約
輩
書

古
記
本
の
比
較
研
究
の
結
果
到
逹
せ
ら
れ
た
漉
苦
學
者
の
結
論
、
即
ち
此
句
を
含
ま
ぬ
本
文
が
最
も
信
頼
す
べ
き
も
の
、
即
ち
此
句
は
後

バ
プ
テ
ス

ト
敬
會
の
N
・プ
ラ

オ
ン
膊
士
の
平
仮
名
新
約
蝦
街
の

こ
と
は
前
に
記
し
た
が
、
同
数
舎
で
は
明
治
三
十
四
年
(
-
九

0
1)

に
ま
た
和
認
新
約
装
害
を
出
版
し
た
。

是
は
F

•
G

・
ハ
リ
ン

ト
ン
師

の
認
で

、

釧
路
氏
が
助
け
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

蛮
密
佃
人
改
認
の
新
ら
し
い
も
の
で
は
、
昭
和
三
年

(
-
九
二
八
）
四
月
に
出
版
さ
れ
た
永
井
直
治
氏
認
の
『
新
契
約
珈
書
』

が
あ
る
。

是
は
エ
フ

・
ス
ク

リ
プ
ナ

の
校
正
に
よ
る
ロ
ベ
ル

ト
ス
・
ス
テ

フ
ァ
ヌ
ス
第
三
版
ギ
リ
シ
ャ
文
を
基
本
と
し
た
も
の
で
、
永
井
氏
二
十
年
間

の
努
力
の
緒
果
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
四
年
十
月
に
は
上
繹
訛
二
氏
闘
の
『
子
供
の
漉
嗚
』
の
出
版
が
開
始
さ
れ
た
。
是
は
改

膵
新
約
婢
害
を
子
供
に
解
り
よ
く
祁
き
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
逐
次
列
行
さ
れ
つ
4

あ
る
も
の
で
あ
る
°
叉
そ
の
翌
年
か
ら
山
谷
省
吾

•

こ,＂1
 

わ
れ

こ

A

ろ
ふ

あ

ょ

ふ
く

へ
。
我
ら
を
嘗
試
に
遇
せ
す
、
悪
よ
り
救
ひ
出
し
た
ま
へ

。

（
一
阻
一
五
）

こ
と

h
t
i

に
ち
ょ
う

か

て

け

ふ

た
・
6

わ
れ

お
3
の

も
O

J

わ

い

ゆ
る

ご

と

れ
ん
事
を
。
我
ら
の
日
川
の
粕
を
今
日
も
あ
た
へ
給
へ

°
我
ら
に
負
偵
あ
る
者
を
我
ら
の
免
し
た
る
如
く
、

苔

め

ゆ
る

た

d

の
負
偵
を
も
免
し
給

ゎ
ぃ我
ら



．．
 

;フ

-

t

1

ぃ4
寸
―
-iiu

氏
は

『
新
約
迎
祁

。
新
評
と
解
郷
』
に
お
い
て
、
口
語
闘
を
試
み
つ
4

あ
る
。
東
北
帝
大
の
土
居
光
知
敬
授
の
恋
約
漉
諏
ハ
雅
歌
の
認
及
ぴ

瘍
凌
吉
郎
翁
の
同
じ
諏
口
の
認
は
異
な
れ
る
意
味
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
是
等
に
就
い
て
は
後
で
記
す
つ
も
り
で
あ
る
。

な
ほ
蝦
雹
の
或
る
井
を
平
易
な
日
本
語
に
認
し
た
そ
れ
人
＼
特
色
あ
る
試
み
と
し
て
は
ウ
ェ
イ
ン
ラ

イ
ト
氏

(
D
r,
 

• 

W
a
i
n
w
r
i
g
h
t
)
、

塚

本
虎
二
氏
、

玉和
山
梨
院
の
松
本
赦
授
、
牧
師
高
柳
伊
三
郎
氏
等
の
も
の
が
あ
る
。
今
次
に
塚
本
氏
主
宰
の
『
漉
寓
細
識
』
の
第
五
十―――
琥

（
昭
和
九
年
五
月
彼
行
）
に
掲
け
ら
れ
た
同
氏
の
繹
の

一
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。
マ
タ
イ
の
輻
昔
害
第
五
章
の
初
め
の

「
八
輻
」
で
あ
る
。

諜
文
中
の
細
字
は
認
者
塚
本
氏
の
註
解
的
敷
術
で
あ
る
。
（
引
用
に
は
節
の
番
就
を
省
く
。
）

と
こ
ろ

イ
エ

ス
は
、
多
く
の
群
集
が
自
分
に
盤

い
て
来
た
の
を
見
て
、
山
に
登
り
給

？`た
。
そ
し
て
そ
こ
に

坐
り
給
ふ
と、

弟
子
逹
が
彼
の
許
に

や
つ
て
来
た
。
彼
は
口
を
開
い
て
〔
斯
＜
〕
言
ひ
な
が
ら
彼
等
に
敢
へ
始
め
給
ぅ
た

l

幸
輻
な
の
は
、
帥
の

助
な
し
に
生
き
ら
れ
ぬ
銀
の
貧
乏
人
逹
で
あ
る
。

天
の
王
國
は
そ
の
人
逹
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

幸
輻
な
の
は
、
毅
し
い
こ
と

の
伐
に
悲
し
ん
で
ゐ
る
人
逹
で
あ
る
。

最
後
の
日
に
紳
に
慰
め
ら
れ
る
の
は
そ
の
人
逹
で
あ
る
か
ら
。

幸
輻
な
の
は
、
柔
和
な
人
逹
で
あ
る
。

最
後
の
日
に
こ
の

地
を
相
絞
す
る
の
は
そ
の
人
逹
で
あ
る
か
ら
。

幸
輻
な
の
は
、
義
し
い

こ
と
を
求
め
て
そ
れ
に
飢
ゑ
渇
い
て
ゐ
る
人
逹
で
あ
る
。

最
後
の
日
に
神
に
満
腹
さ
せ
ら
れ
る
の
は
そ
の
人
逹
で
あ
る
か
ら
。

幸
輻
な
の
は
、
憐
憫
深
い
人
逹
で
あ
る
。

文

限

研

究

八

四

（
一
問
一

六
）



甚
軒
数
瑶
密
和
諜
の
艇
史

女

第

六

．篇

愛

の

春

潮

示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

最
後
の
日
に
紳
の
子
と
呼
ば
れ
る

の
は

[
そ
の
人
逹
】
で
ぁ
る
か
ら
O

次
に
前
に
一

言
し
た
湯
淡
吉
郎
翁
及
び
土
居
光
郷
敬
授
の
藷
約
漉
害
雅
歌
の
認
に
就
い
て
記
す
こ
と
A

す
る
。

て
明
治
新
閥
詩
の
歴
史
に
大
な
る
足
跡
を
印
せ
ら
れ
て
ゐ
る
湯
淡
吉
郎
翁
は
、
曾
て
も
菩
約
の
邦
繹
を
試
み
ら
れ
た
が
、
今
や
方
針
を
一

新
し
、

日
本
語
の
新
ら
し
い
詩
形
を
創
造
す
る
意
氣
込
み
を
以
て
、
先
づ
雅
歌
の
葱
約
原
語
か
ら
の
認
を
『
基
督
数
雑
誌
』
（
東
京
、
湯
淡

典
三
氏
焚
行
）

の
創
刊
拙
（
昭
和
九
年
九
月
猿
行
）
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
繹
は

「
和
繹
の
雅
歌
よ
り
後
人
の
追
加
し
た
る
註
繹
説

明
書
入
を
取
除
き
、
改
認
し
た
る
愛
歌
集
」
で
あ
る
。

示
す
）
—
ー
—

天
の
王
國
は
そ
の
，人
逹
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

そ
の
認
風
の
例
と
し
て
第
六
、
七
編
（
雅
歌
第
二
章
第
八
節
か
ら
十
五
節
）

を

（『
基
督
数
雑
誌
』
第
一
巻
第
三
跳

（
昭
和
九
年
十

一
月
窄巫
行
）
に
掲
戟
、
数
字
は
雅
歌
第
二
意
中
の
節
を

幸
幅
な
の
は
、
義
し
い
こ
と
の
為
に
迫
害
さ
れ
た
人
逹
で
あ
る
。

幸
輻
な
の
は
、
地
上
に
平
和
を
作
る
人
逹
で
あ
る
。

最
後
の
日
に
帥
を
見
る
の
は
そ
の
人
逹
で
あ
る
か
ら
。

幸
揺
な
の
は
、
心
の
荊
い
人
逹
で
あ
る
。

最
後
の
日
に
紳
の
椅
憫
を
受
け
る
の
は
そ
の
人
逹
で
あ
る
か
ら
。

八
五

{
（

1

四
――七
)

『
十
二

の
石
塚
』

を
以



十 九 ノ＼

文

尿

研

究

3

わ

た

し

あ

い
び
と
3ヽ

聴
け
よ
私
の
愛
人
来
た
る
、

ゃ

土

み

ね

と

こ

山
の
峰
を
ば
跳
ぴ
越
え
て
、

な
9

．

リ

ヘ

こ

岡
の
上
を
は
お
ど
り
越
ゆ
゜

か
ぺ

う

し

ろ

み

壁
の
背
後
の
か
れ
を
見
よ
、

•
←
》J

い
へ
う
ら

•
9
9

窓
よ
り
家
の
内
を
窮
が
ひ
、

か
・9
し

す

S

・―

格
子
の
隙
間
の
ぞ
き
こ
み
、

あ
い
び
と
わ
た

こ

い

（
マ
マ
）

愛
人
私
し
に
斯
う
言
ふ
た
。

男

土

い

が

こ

3
び

と

」

．

き

起
き
よ
我
懇
人
と
く
起
よ
、

う

る

も

の

い

、

美
は
し
き
者
出
で
来
た
れ
。

み

ふ

ゆ

す

十

一
視
よ
や
冬
は
す
で
に
過
ぎ
、

ぅ

3

も

そ
ら
は
い

雨
期
明
け
て
空
睛
た
れ
ば
、

さ

む

も

は

や

た

さ

寒
さ
も
最
早
立
ち
去
っ
た
。

は
なE
 

の
．
＂．．
．
 

十
二
野
山
は
ー
に
お
ほ
は
・れ
て
、

わ
か
え
か
り
こ

き

せ

つ

3
た

若
枝
刈
込
む
期
節
は
来
り
、

ゃ
4
ば

と

な

こ・
)-

3
-
l

山
旭
の
嗚
＜
墜
は
問
ゆ
る
。

9

1

,
r
r
 

穿
寸
そ
JlU

八
六

（
一
阻
一
八
）



註

甚
秤
欲
速
叩
は
利
際
の
脈
史

第
六
節
は
二
草
八
ー
十
四
節
で
五
五
調
で
あ
る
。

（
八
節
）
（
利
）
に

「
牒
き

こ
ゅ
」
と
あ
る
は
正
し
か
ら
ず
、

な
い
。

（
九
節
）
（
和
）
に

「
我
愛
す
る
者
は
閃
の
如
く
ま
た
小
廊
の
如
く
」
と
あ
る

は
二
窮
十
七
節
八
卒
十
四
節
に
似
た
る
御
で

あ
る
。
ま
た

「
立
て
」
と

あ
る
も
註
で
あ
る

。
「
整
」
は
ア
ラ
メ
イ
ク

語
で
あ
る
。

（
十
二
節
）
（
利
）
に

「
鳥
の
さ

へ
ず
る
時
す
で

に
到
り
」
と
あ
る
は

正
し
か
ら
ず
。
ま
た

「
わ
れ
等
の
地
に
」
と
あ
る
は
註
で
あ
る
。

と
あ
る
は
十
節
の

繰
返
し
で
あ
る
。
無
花
果
樹
も
葡
萄
も
憩
愛
の
象
徴

と

も

(
+
―二
節
）
（
利
）
に
「
わ
が
佳
網
よ
わ
が
美
は
し
き
者
よ
起
て
出
き
た
れ
」

で
あ
る
。
古
来
糾
家
が
裸
怜
の
前
を
隧
す
に
熊
花
呆
の
策
を
描
い
た
の
は
こ
れ
が
総
で
あ
る
。

（
十
四
節
）
「
旅
を
馳
せ
よ
」
の
字
義
は

「
汝
を
狛
せ

よ
」、

「
姿
を
見
せ
よ
」

の
字
義
は

「
而
を
見
せ
よ
」
で
あ
る
。

そ

な

た

か

は

い
と
う
る

汝

の

顔
貌

は

最

美

は
し

や
。

そ
な
た

こ

Z
i

い
と
あ
い

汝

の

音

控
は

最
愛

ら

し

く
、

喜

く

る

＼

わ

が

加

靡

ょ

、

豆

a
か

す

が
た

み

弗
を
励
せ
よ
姿
を
見
せ
よ
、

ぁ

そ

ば

が

く

い
L
t
d

あ
な

十
四
青
薬
陰
れ
の
岩
佃

の
穴
に

、

ぶ

だ

う

つ

る

は

な

さ

そ

の

葡

萄

の

蔓
も
花
咲
き
初
て
、

そ

の

か

ぐ

か

ほ

り

は

な

共
堺
合
は
し

き
浙
香
を
放
つ
。

ぉ
B

わ
が

3-3
び

と

は

と

起

よ

我
態

人

わ
が
野
鳩
よ
、

い
ち
じ

く

の

き

み

あ

か

十

三
無

花

果

樹
の
果

は
赤

ら

み
、

八

七

こ
；
で

「
聴
け
ょ
」
と
云
ふ
は
た
ゞ
か
け
牒
で
あ
っ
て
、
邸
く
の
は
路
で
も
足
昔
で
も

（
一
四

一
九
）



゜
`
r,-
解
に
披
つ
た
も
の
で
、
歌
の
本
文
と
註
と
を
甑
別
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
於
て
も
、．
或
る
先
進
の
學
者
の
設
を
参
照
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら

次
は
土
居
数
授
に
よ
る
雅
歌
の
認
で
あ
る。

こ
の
繹
は
、
登
表
は
今
紹
介
し
た
湯
淡
氏
の
認
よ
り
早
い
の
で
あ
る
が
、
同
数
授
が
雅
歌

民
謡
説
の
根
腺
を
理
解
の
上
な
ほ
一
歩
を
進
め
「
雅
歌
の
成
立
を
、
わ
が
謡
曲
の
成
立
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雅
歌
戯
曲
説
と
民

謡
説
と
を
綜
合
し
、

全
胆
と
し
て

の
綜
精
を

指
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
や
う
に
思
ひ
は
じ
め
た
の
で
」

試
み
ら
れ
た
認
で
あ
る
。

土
居
数
授
の
想
條
さ
る
＼

所
で
は
、
イ
ス
ラ

H

ル
の
民
は
「
わ
が
室
町
時
代
の
扉
僧
逹
が
元
曲
に
接
し
、
そ

の
模
倣
で
は
な
く
、

そ
の
刺

戟
か
ら
日
本
的
な
戯
曲
を
奴
ま
う
と
し
た
時
、
語
付
を
練
り
、
想
を
楷
へ
る
こ
と
に
集
中
せ
す
、
自
由
に
昔
の
個
耽
と
章
句
と
を
借
り
来

以
上
に
例
を
示
し
た
湯
淡
氏
の
認
は
、

昧

第

七

揺

而

萄

園

oJ

狐

女

等

羞
雷
らへょ
如鸞
聾
ヽ

こ
ぎ
つ
ね
)
}
も

ほ

ヤ

と

ら

小
狐
共
を
早
く
捕
へ

よ
、

ぶ
だ
・
9

ぞ

の

あ

ら

そ

こ

補
萄
園
を
荒
し
損
な
ふ
、

ら

ぷ

だ
う

は
に
ィ
J

か
り

わ
れ
等
が
葡
萄
の
花
盛
。

(
r
r
)
 

第
七
節
は

二
章
十
五
節
で
阻
五
調
で
あ
る
。
こ
の

短
歌
は
少
女
節
の

歌
ふ
た
民
揺
で
あ
る
。

（
十
五
節
）
「
狐
」

の
原
諮
を

「
山
犬
」

と
腺
し
た
例
も
あ
る

、
士
師
記
十
五
卒
四
節
。
こ
4

の
補
萄
園
は
奴
等
の
事
で
狐
は
附
ま
と
ふ
宵
年
等

の

事
で

あ
る
。
そ
し
て
十
六
節
十
七
節
は

お
そ
ら
く
飩
で
あ
る
う
。

文

根

研

究

現
今
欧
米
の
臨
書
學
者
の
多
数
が
考
ふ
る
如
く
、

第
十
二
輯

雅
歌
を
以
て
抒
術
詩
の
一
園
と
見
倣
す
見

\~ 
/

．I
 

（
一
四
二

〇
）

即
ち



ー

基
督
放
幽
啓
利
諜
の
艇
史

次

の
朝
、
シ
ュ

ラ
ミ
の
女

、
花
総
部
尻
に

て、

懸
人
の
彼
女
を
救
出
せ
ん
と
て
来
る
べ
き
こ

と
を
信
じ
つ

A

シ
ニ
ラ

ミ
の
女

第

わ
が
秤
子
ぞ
見
ゆ
壁
の
う
し
ろ
、

4
ソ
j窓
を
の
ぞ
き

わ
が
背
子
は
さ
を
鹿
の
ご
と
。

わ
が
背
子
の
音
な
ひ
す
な
り

と

山
を
跳
ぴ

:le日
勿

八

九

（
一
四

り
、
巧
み
に
つ
ゞ
り
合
せ
、
舞
を
中
心
に
し
た
謡
曲
を
作
り
あ
け
た
や
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
刺
戟
に
よ
り
、
彼
等
自
身
の
戯
曲
を
有
せ

ん
と
し
、
し
か
し
根
本
か
ら
創
作
す
る
藝
術
的
熱
誠
を
鋏
ぎ
、
舞
を
中
心
に
し
、
人
口
に
膀
灸
せ
る
物
語
に
基
き
、
二
十
餘
の
民
謡
を
綴

り
合
せ
て
こ

の

一
戯
曲
を
な
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か。

．．．
．．．
 
獨
創
的
な
る
こ
と
、
個
性
的
な
る

こ
と
を
文
學
的
創
作
の
殆
ん
ど
す
べ

て
と
し
、
他
人
の
章
句
を
巧
み
に
組
合
せ
て
一

篇
の
戯
曲
を
組
立
て
る
や
う
な
こ
と
に
躾
味
を
感
す
る

こ
と
が
曾
て
な
か
っ
た
西
洋
人
が
、

雅
歌
に
封
し
か
4

る
見
方
を
し
な
い
の
は
自
然
で
あ
る
が
、
私
の
想
條
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
謡
曲
を
有
す
る
日
本
人
こ
そ
こ
れ
を

理
解
す
る
便
利
な
境
遇
に
あ
る
。

」
（『
恩
想
』
（第
五
十
四
眺
、
大
正
十
五
年
四
月
褻
行
）
中
の
土
居
敬
授
の

「
ソ
ロ
モ
ン

の
歌
」
参
照）
。

以
上
の
見
地
か
ら
試
み
ら
れ
た
土
居
数
授
の
繹
中、

岡
を
躍
り
て

暉
に
掲
け
た
瘍
淡
氏
の
認
例
に
裳
る
個
所
を
引
用
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。



文

い
ざ
我
妹
子
よ
、
わ
が
旭
よ

は
ざ

2

岩
の
迫
間

啓
り
た
ゞ
よ
ふ
。

補
萄
花
さ
き

い
ち

じ

く

無
花
果
は
果
を
結
び
、

鳥
う
た
ひ、

や
ま
鳩
の
控
も
き
こ
ゆ゚

野
に
は
花
さ
き

雨
や
み
て
、
日
う
ら
4

か、

見
よ
、
冬
は
去
り

た
を
や
め
よ
来
れ
、

ゎ
ウJb

「我
妹
子
よ
立
ち
あ
が
れ
、

わ
が
背
子
は
我
に
語
る

媒

研し
と
み
蔀
に
た
4

す
み
究

f
フ
ー

1
ト

”4
1
ニ
ilU

九
〇

（
一
四
ニ

ニ）



非
抒
数
迎
喰
い
和
課
の

肥
史

小
唄

小
唄

ヽ

、
ノ
］
 

J
 
I
I
 

わ
が
身
は
わ
が
秤
の
も
の
、

ゆ

り

さ
百
合
の
中
に
羊
を
伺

へ
る
。

わ
が
背
は
わ
が
身
の
も
の
、

我
等
の
園
は
花
ざ
か
り
。

葡
萄
の
園
を
ふ
み
荒
ら
す

そ
ぎ
つ
ね

か
の
小
狐
を
…
…

狐
捕
へ
よ
わ
れ
ら
の
た
め

朝
風
冷
し
く 幻

の
懸
人

の
た
め
に
う
た
ふ

ゆ
か
し
そ
の
整

お
も

う
る
は
し
そ
の
面
」

な
が
墜
を
問
か
し
め
よ
、

お
も

な
が
面
を
見
せ
し
め
よ
、

が
け胆
の
か
け

九

(
-
―
ニ
―—i)



但
し
こ

の
小
唄
の
二
と
三

は
、
湯
淡
氏
の
方
で
は
註
と
見
て
本
文
か
ら
省
か
れ
て
ゐ
る
部
分
に
蜀
す
る
。
な
ほ
土
居
数
授
は
『
思
想
』
の

第
五
十
五
、
六
就
（
大
正
十
五
年
五
月
、
六
月
痰
行
）
に

「
民
謡
と
し
て
み
た
ソ
ロ
モ
ン

の
歌
」
の
認
を
彼
表
さ
れ
、
こ
の
方
に
は
詳
註
も

我
が
園
に
於
け
る
ロ

ー
マ

公
数
合
で
は
、
明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
馬
太
及
ぴ
馬
可
の
輻
音
害
を
東
京
で
出
版
し
て
ゐ
る
。
こ
れ

は
ヴ
ル
ゲ
ト

（
狸
ヂ
ェ
ロ

ー
ム
の
ラ
テ
ン
認
）
か
ら
の
認
で
、

翌
明
治
二
十
九
年
に
は
東
京
の
大
司
数
ペ

ト
ロ
・
マ
リ

ア
・
オ
ズ

ー
フ
師
認
可
の
『
聖
輻
平
日
』
が
出
て
ゐ
る
。
是
は
ロ

ー
マ

字
で
害
か
れ
、

ラ
テ
ン
文
と
酎
照
さ
れ
て
ゐ
る
。
次
は
ラ
ゲ
帥
父
（
白
耳
義
國
人
）

の
新
約
婢
害
全
抱
の
認
で
あ
る
が
、
是
は
武
笠
―
―
―
氏
共
他
の
助
け
を

C
、

昂/1 

明
治
三
十
八
年
頃
か
ら
箔
手
さ
れ
、

ご
と

ち

3
ご
）
な

て
ん

t
し
d

わ
れ
ら

ち
A

ね
が
は

み

な

せ

い

せ

ご
と

み

く

に

5
に

こ

と

み

む
ね

て
ん

お
こ
な

天
に
在
す
我
等
の
父
よ
、
願
く
は
御
名
の
披
と
為
ら
れ
ん
事
を
、
御
國
の
来
ら
ん
事
を
、
御
旨
の
天
に
行
は
る
4

如
く
地
も
行
は
れ

鉛

を。

叫
犀

畠

町

贔

文

峠
叫
霞
に
犀
ふ
ぞ

。
叫
暇
か
国
ご
幻
町
あ
る

Aiを
広
す
翫

v‘
如
孵
の
幻
町
を
も
幻
し
網
へ

。
叩

附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
今
は
略
す
る
。

文

,etl 
f-

五
、
加
特
力
数
會
に
於
け
る
諧
書
の
和
認

さ
を
し
か
の
如
く
あ
れ
。

夜
の
影
去
る
ま
で

我
背
子
よ
戻
り
き
て

に
・し
び
袈
が
岡
に

研

究

日
本
人
で
は
高
橋
五
郎
氏
が
補
佐
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
十
三
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
。

第
十
二
柑

そ
の

「
主
の
祈
」 九

（
一
四
二
阻
）

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

而
し
て



基
抒
敬
迎
害
利
際
の
脈
史

九

な
ほ
我
が
圏
に
お
け
る
ロ

ー
マ
公
敬
命
りの
祈
砧
瞥
中
に
あ
っ
て
、
ミ

サ
堂
祭
共
他
に
川
ゐ
ら
る
4

主
防
文
は
ラ
テ
ン

古
繹
よ
り
の
繹
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ラ
ゲ
師
の
鐸
と
大
閤
同
し
で
あ
る
。

ニコ

ラ
イ
主
数
主
任
と
な
り
、
中
井
氏
之
を
助
け
て
新
約
瑠
魯
を
謁
し
た
。
初
め
出
版
さ
れ

た
の
は
明
治
三
十
年
代
で
そ
の
後
改
訂
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
私
の
所
に
あ
る
の
は
一
九
一
七
年
即
ち
大
正
六
年
の
版
で
あ
り
、
日
本
正

誓

翻

認

『
噸
y
[
五

新

約

』
と
な

つ
て
ゐ
る
。

前
と
の
比
較
上
此
認
に
よ
る
「
主
の
祈
」
を
左
に
掲
ぐ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

お
こ
に

て
ん

い
d

わ

れ

ら

ち

、

ね

が

な

ん

ぢ

な

せ
い

な

ん

ぢ

く

に

き

た

な
ん
ぢ

む
ね

て
ん

お
こ
な

ご
と

天
に
在
す
我
等
の
父
よ
、
顧
は
く
は
爾
の
名
は
挫
と
せ
ら
れ
、
爾
の
國
は
来
り
、
爾
の
旨
は
、
天
に
行
は
る
4

が
如
く
、
地
に
も
行

わ

に

，

＇
A
-

う

か

て

こ

ん
に
ち
わ
れ
ら

あ
に

た
・
s

b

の

わ

れ

ら

5
る

ご

と

わ

れ

ら

わ
3
の

ゆ

る

た

2

わ
れ
ら

は
れ
ん
、
我
が
日
用
の
粗
を
今
日
我
等
に
典
へ
給
へ

、

我
等
に
偵
あ
る
者
を
我
等
免
す
が
如
く
、
我
等
の
偵
を
免
し
給
へ

、

我

等
を

疇

如

戸

す

、
攀

撃

を

尉

ぷ

り

釈

印

、
響

即

贔

酎

知

鬱

叩

戸

宦

町

に

か

す

、
「
ア

ミ
ン

」

こ
の
最
後
の
と
こ
ろ
は
、
前
に
記
し
た

『
ド
チ

リ
イ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
中
の

「
主
の
祈
」
を
初
め
と
し
て
ロ
ー
マ
公
数
會
闘
係
の

幽
薔

に
は
な
く
、
新
敬
で
も
共
同
改
諄
の
新
約
で
は
之
を
省
い
た
こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ

正
敬
會
で
は
こ
の
勘
を
異

以
上
の
歴
史
を
草
す
る
に
掌
つ
て、

架
密
の
和
認
文
献
以
外
、
私
の
主
と
し
て
参
考
に
し
た
も
の
を
記
せ
ば
|
|

一
、
帥
學
栂
士
故
高
木
壬
太
郎
氏
壻
『
基
将
敬
大
僻
典
』
（
明
治
四
十
四
年
、
東
京
、
啓
醒
社
彼
行
）
中
の

「
日
本
『
認
嵌
祁
」
の
項
。

に
し
て
ゐ
る
。

六、

参

考

書

日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
釈
放
合
で
は
、

こ
ヽ

ろ
み

ひ

た
・
5

か
へ

つ

あ

く

す

く

た

d

等
を
試
に
引
き
給
ふ
こ
と
な
く
、
邦
て
悪
よ
り
救
ひ
給
へ
、
（
ア
メ
ン
）

（
一
阻
二

五
）



る
か
ら
最
も
確
か
な
狗
志
で
あ
る
。

四、

T
.H• 

D
a
r
l
o
w

及
ぴ

H
.
F
.
 M
o
u
l
e

雨
氏
共
編

き

怠
母
a
l
C
a
i
d
~
o
g
7へ
e
o
f
 tlte 
P
,
 `定裟
C
告
さ
‘t
s
o
f
 H
o
l
y
 
S
e
r
i

苔`r
：`N

i
A
、
L
{
b
r
d
i
.
y
o
f
i
A
、
さ
‘
ざ
忌

g
N
ゞ
ミ
ヽ
硲
ヽ
、
さ
b
l
e
S
o
c
足
y

L
o
n
d
o
n
,
 E
.
 C
.
 1
9
0
3
 ,
l
l
)

中
の

J^
a
p
a
n
e
s
e
'
及
ぴ

J^
a
p
a
n
e
s
e
.
-
L
u
c
h
u
'. 

の
部
。
是
は
如
年
諏
ハ
協
合
所
蔵
の
文
献
に
抑
つ
た
の
で
あ

五、

凸
卿
娯
評
論
』
ベ

リ
イ
栂
士
在
職
二
十
五
年
記
念
論
文
鋲
（
昭
和
六
年
冗
月
漿
行
）
中
の
拙
稿

「
漉
諏
9

和
評
の
整
史
」
。

六、

「
同
志
祉
高
商
諭
設
』
第
九
斡
（
昭
和
九
年
一
月
猿
行
）
中
の
誼
久
篤
太
郎
氏
の

「
悔
外
及
琉
球
に
於
け
る
競
渾
い
の
邦
繹
」
。
闘
係
文

献
並
に
外
人
に
就
い
て

の
調
査
姿
し
く
、
終
に
旅
へ
ら
れ
た

「日
本
郵
曹
初
期
仰
来
・
頷
認
・研
究
年
表
」
ま
た
頗
る
有
盆
で
あ
る
。

な
ほ
今
度
の
稿
は
、
互
、

七
、
帥
躾
博
士
故
高
木
壬
太
郎
氏
蒋
『
基
督
敬
大
隊
典
』
の
『
柚
逍
』
（
別
冊
）
（
昭
和
九
年
万
月
改
訂
彼
行
）
中
の
拙
稿
「
日
本
繹
漉
粛
」
。

七
執
喰
の
後
で
新
た
に
知
り
得
た
材
料
に
よ
つ
て
恋
稿
の
誤
を
正
し
、
且

つ
敷
葱
し
た
も
の
で
あ
る
。

閥
が
多
い
。

二、

『
懃
界
時
報
』
大
正
十
一
年
八
月
四
日
琥
よ
り
九
月
十
五
日
琥
に
亘
る
別
所
梅
之
助
氏
の

「
新
約
粛
の
醜
評
に
つ
い
て
」
。
前
記
の
如

く
新
約
競
害
改
認
の
記
事
が
主
要
部
を
な
し
て
居
り
、
改
繹
委
員
の

一
人
の
記
銘
と
し
て
翁
重
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
『
七

ル
。ハ
ン

』

昭
和
九
年
一
月
琥
以
下
に
掲
賊
の
同
氏
の

「
狸
苦
邦
認
の
思
ひ
出
」
も
同
じ
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

――
-、

K
.
E
.
 Au
r
e
l
l
氏
著

『
架
湛
ぃ和
鐸
の
脈
史
と
漉
杏
協
命
り』
（
大
正
十
五
年
東
京
米
國
装
祁
協
會
複
行）
。
仮
名
諏
いき
で
は
オ

ー
レ
ル
と

あ
る
べ
き
著
者
の
名
が
表
紙
に
ア
ウ
レ
ル
と
あ
る
の
は

い
か
ゞ
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。
内
容
も
蛮
択
協
合
猿
行
と
し
て
は
飽
き
足
ら
ぬ

文

學

研

究

e,'
ト
ニ

昨

付^

i

i

（
昭
和
寸
年
(
-
九
三
冗
）
六
月
九
日
）

（
複
行
所
｀
f
h
e
 
B
i
b
l
e
 
H
o
u
se
,
 1
4
6
 

九
阻

Q
u
e
e
n
 

（
一
阻
二

六
）

V
i
c
to
r
i
a
 
S
t
r
e
e
t
 




